
両総農業水利事業　全体位置図

松潟堰(頭首工)
(0312100-1100-11)
松潟支線揚水機場
(0312100-1100-24)

福岡東支線用水路
(0312100-1100-09)

東金東支線用水路
(0312100-1100-08)

東部幹線用水路
(0312100-1100-03)

福岡南支線用水路
(0312100-1100-12)

第3揚水機場
(0312100-1100-21)

利根川両総水門
(0312100-1100-14)

松潟支線用水路
(0312100-1100-10)

南郷支線用水路
(0312100-1100-07)

山武東部支線用水路
(0312100-1100-06)

南条支線支線用水路
(0312100-1100-05)

大須賀支線用水路
(0312100-1100-04)

南部幹線用水路
(0312100-1100-20)

第2揚水機場
(0312100-1100-19)

栗山川疎水路

北部幹線用水路
(0312100-1100-18)

第1揚水機場
(0312100-1100-17)

第1排水機場
(0312100-1100-22)

山武東部支線機場
(0312100-1100-13)

横芝堰
(0312100-1100-27)

大戸堰
(0312100-0200-14)

八間川排水路
(0312100-1100-01)

大須賀川排水路
(0312100-1100-23)

第2排水機場
(0312100-0200-19)

川尻水門
(0312100-1100-25)

第2導水路
(0312100-0200-07)

西部幹線用水路
(0312100-0200-12)

用排水受益

用水受益

排水路

用水路

調整池

排水機場

鉄　道

主要道路

排水受益

揚水機場

頭首工

凡　　例

第1制水門
(0312100-1100-15)
第1導水路
(0312100-1100-16)

西江間樋門
(0312100-1100-15)

南部幹線用水路
(0312100-1100-20)

岩戸堰
(0312100-1100-26)

栗山川総合機場（篠本堰）
(0312100-1100-28)
栗山川総合機場
(0312100-1100-02)

平成26年3月

A1 1: 80,000
A2 1:113,137

1-1/1

全体位置図

縮尺
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番号 施設名 図面番号 名称 番号 施設名 図面番号 名称 番号 施設名 図面番号 名称 備考

1-5 川尻水門 1 全体位置図

2 管理用設備模式図

3 水路路線図

施設管理図 4 施設図郭割図

5 平面図　（1/59）

5 縦断図　（2/59）

5 標準断面図　（3/59）

5 横断図　（4/59～11/59）

5 下部構造図　（12/59～20/59）

5 上流側エプロン工構造図　（21/59）

5 下流側エプロン工構造図　（22/59）

5
上流側取付擁壁工構造図
（23/59～24/59）

5
下流側取付擁壁工構造図
（25/59～26/59）

5 基礎杭詳細図　（27/59～35/59）

5 管理橋詳細図　（36/59～41/59）

5 操作台防護柵詳細図　（42/59）

5 法覆護岸工詳細図　（43/59）

5 護岸工展開図　（44/59）

5 防護柵詳細図　（45/59～46/59）

5 機械室建屋構造図　（47/59～58/59）

5 機械室廻り整備工図　（59/59）

用地管理図 6 用地図郭割図

7 用地管理図

8 用地管理図　（現況平面入り）

9 用地境界標識設置図

10 転写連続図

土地改良施設整理台帳付属図面一覧表
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川尻水門(0312100-1100-25)
緯度　 35°54′26″
経度　140°27′ 8″
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H=1:500

凡　　例

現況河床高

現況左堤防高

現況右堤防高

計画河床高

計画左堤防高

計画右堤防高

計画1/10水位高

計画1/ 2水位高

川尻水門(0312100-1100-25)
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下部工構造図(1/9)

400400

50
0

250

400

止水鋼矢板　w型

縦断面図

1. 止水鋼矢板の平面配置は、別図「下部工構造図（5/9,8/9）」参照。

2. 止水板、ダウエルバーの配置は、別図「下部工構造図（3/9,4/9）」参照。

3. 止水板、ダウエルバーの配置は、別図「上流取付護岸工（2/2）」参照。

4. 止水板、ダウエルバーの配置は、別図「下流取付護岸工（2/2）」参照。

5. 管理橋ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ箱抜きの位置及び寸法は、「管理橋詳細図（1/6）及び（4/6）」

ガードレール

川尻水門(0312100-1100-25)

下部工構造図　(1/9)

平成26年3月

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1：100
図面番号 5-12/59

A1 1：141



S=1/100

止水板

止水板

+0.120

+2.350+2.350

止水鋼矢板　w型

L=2.0m

PHC杭φ600　L=44m

下杭　A種　L=12m×3

中掘拡大根固め工法

上杭　B種　L=8m

-1.187

PHC杭φ450　L=45m

下杭　A種　L=12m×2+13m×1

上杭　B種　L=8m

中掘拡大根固め工法

L=2.0m

止水鋼矢板　w型

PHC杭φ700　L=45m

下杭　A種　L=12m×3

上杭　B種　強化杭　L=9m

中掘拡大根固め工法

-2.487

HWL+1.301WL+1.200

L=2.0m

止水鋼矢板　Ｗ型

-0.880
-1.187

手摺り

B-B

▽+2.648

-1.187
-0.880

止水鋼矢板　Ｗ型

L=2.0m

+6.500

-2.487

中掘拡大根固め工法

上杭　B種　強化杭　L=9m

下杭　A種　L=12m×3

PHC杭φ700　L=45m

止水鋼矢板　w型

L=2.0m

中掘拡大根固め工法

上杭　B種　L=8m

下杭　A種　L=12m×2+13m×1

PHC杭φ450　L=45m

-1.187

上杭　B種　L=8m

中掘拡大根固め工法

下杭　A種　L=12m×3

PHC杭φ600　L=44m

L=2.0m

止水鋼矢板　w型

+2.350 +2.350

+0.120

止水板

止水板

D-D

-1.187
-0.880

止水鋼矢板　Ｗ型

L=2.0m

+6.500

-2.487

中掘拡大根固め工法

上杭　B種　強化杭　L=9m

下杭　A種　L=12m×3

PHC杭φ700　L=45m

止水鋼矢板　w型

L=2.0m

中掘拡大根固め工法

上杭　B種　L=8m

下杭　A種　L=12m×2+13m×1

PHC杭φ450　L=45m

-1.187

上杭　B種　L=8m

中掘拡大根固め工法

下杭　A種　L=12m×3

PHC杭φ600　L=44m

L=2.0m

止水鋼矢板　w型

+2.350 +2.350

止水板

止水板

止水板

止水板

+2.350+2.350

止水鋼矢板　w型

L=2.0m

PHC杭φ600　L=44m

下杭　A種　L=12m×3

中掘拡大根固め工法

上杭　B種　L=8m

-1.187

L=2.0m

PHC杭φ700　L=45m

下杭　A種　L=12m×3

上杭　B種　強化杭　L=9m

中掘拡大根固め工法

-2.487

+6.500

L=2.0m

止水鋼矢板　Ｗ型

-0.880
-1.187

PHC杭φ450　L=45m

下杭　A種　L=12m×2+13m×1

上杭　B種　L=8m

中掘拡大根固め工法

止水鋼矢板　w型

▽+2.648

t=25mm

目地材

注意事項

SD295A

σck=21N/mm2

σck=21N/mm2

σck=18N/mm2

2σck=18N/mm

鉄筋

二次コンクリート

鉄筋コンクリート

無筋コンクリート

均しコンクリート

使用材質

Gr-Ck-2BS

ガードレール

+6.500

100
0×

100
0 T

-25
ボックスカルバート

31号
排水樋管

31号
排水樋管

ボックスカルバート

100
0×

100
0 T

-25

▽+2.878

▽+2.878

2％ 2％ 2％2％

WL+1.200 HWL+1.301

切欠部

2860×210×900

2％2％

WL+1.200 HWL+1.301HWL+1.301WL+1.200

2％2％

ガードレール

Gr-Ck-2BS

2860×210×900

切欠部

※ 堰本体のPHC杭φ700の上杭はカットオフ1.0mで

杭頭標高EL＝YP-1.387m 杭頭仕上り標高EL2＝YP-2.387mとする。

によるものとする。

6. ゲートの箱抜き・サシ筋は、「箱抜き・サシ筋図」によるものとする。
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下部工構造図(2/9)

手摺り

手摺り

手摺り

1. 止水鋼矢板の平面配置は、別図「下部工構造図（5/9,8/9）」参照。

2. 止水板、ダウエルバーの配置は、別図「下部工構造図（3/9,4/9）」参照。

3. 止水板、ダウエルバーの配置は、別図「上流取付護岸工（2/2）」参照。

4. 止水板、ダウエルバーの配置は、別図「下流取付護岸工（2/2）」参照。

5. 管理橋ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ箱抜きの位置及び寸法は、「管理橋詳細図（1/6）及び（4/6）」

川尻水門(0312100-1100-25)

下部工構造図　(2/9)

平成26年3月

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1：100
図面番号 5-13/59

A1 1：141



+2.350

E-E

-0.880

+2.350
+2.140

L=2.00m

止水鋼矢板　Ｗ型

-2.487

L=2.00m

止水鋼矢板　Ｗ型

+2.350

+2.350

H-H

+2.350

-2.487

中掘拡大根固め工法

下杭　A種　L=12m×3

上杭　B種　強化杭　L=9m

PHC杭φ700　L=45m

２次コンクリート

+2.140

２次コンクリート

+6.500

+2.350

-0.880

G-G

+2.350

F-F

-0.880

+2.350

中掘拡大根固め工法

上杭　B種　L=8m

下杭　A種　L=12m×2+13m×1

PHC杭φ450　L=45m

t=20mm

C-C 300×7

止水板

D19  L=1.00m/本

ダウェルバー@500

エラスチックフィラー

止水鋼矢板　Ｗ型

L=2.00m

L=2.00m

止水鋼矢板　Ｗ型

注意事項

σck=21N/mm2

σck=21N/mm2

σck=18N/mm2

2σck=18N/mm

鉄筋

二次コンクリート

鉄筋コンクリート

無筋コンクリート

均しコンクリート

使用材質
 底版は@500で上下に配置。

 側壁は@500で千鳥に配置。

止水板 C-C 300x7

D19 L=1.00m/本

ダウェルバー@500

※2

※1

エスラチックフィラー t=20

ダウェルバー塩ビキャップ

(VPφ25)

S=1:50

 止水板は、接合部の薄い方の壁厚の鉄筋間隔の中央に配置する。

S=1:100

S=1:100 S=1:100

S=1:100

+2.350 +2.350

L=0.50m/本

（
1
20

）

（
1
50

）

（  ）内数値は側壁の寸法を示す。※3

底版上面

（堰本体）

端部加工矢板

L=2.00m

-0.880 

（上流水叩き）

L=2.00m

端部加工矢板

※ Ｅ-Ｅ断面は上流取付護岸工との接合なので、継目工については「上流取付護岸工（その1）（その2）」参照。

1.0mで 杭頭標高EL1＝YP-1.387m 

杭頭仕上り標高 EL2＝YP-2.387mとする。

※ 堰本体のPHC杭φ700の上杭はカットオフ

SD295A

3. ゲートの箱抜き・サシ筋は、「箱抜き・サシ筋図」によるものとする。

によるものとする。
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下部工構造図(3/9)

継目工詳細図

手摺り

1. 止水鋼矢板の平面配置は、別図「下部工構造図（5/9,8/9）」参照。

2. 管理橋ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ箱抜きの位置及び寸法は、「管理橋詳細図（1/6）及び（4/6）」

川尻水門(0312100-1100-25)

下部工構造図　(3/9)

平成26年3月

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所
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L=2.00m

止水鋼矢板　Ｗ型

-1.187

+2.350

+2.350

-1.187

下杭　A種　L=12m×3

上杭　B種　L=8m

中掘拡大根固め工法

PHC杭φ600　L=44m

J-J

-2.487

-1.187

+2.878

ガードレール

中掘拡大根固め工法

下杭　A種　L=12m×3

上杭　B種　強化杭　L=9m

PHC杭φ700　L=45m

PHC杭φ700　L=45m

上杭　B種　強化杭　L=9m

下杭　A種　L=12m×3

中掘拡大根固め工法

+2.648

-1.187

-2.487

+2.350 i=10% +2.350
i=10%

i=10%+2.350
i=10%

+2.350

+2.350

+2.350+2.350

I-I

+2.350

-2.487

中掘拡大根固め工法

下杭　A種　L=12m×3

上杭　B種　強化杭　L=9m

PHC杭φ700　L=45m

２次コンクリート

+2.140

２次コンクリート

+6.500

+2.350

-0.880

t=20mm
目地材

+2.350

PHC杭φ600　L=44m

中掘拡大根固め工法

上杭　B種　L=8m

下杭　A種　L=12m×3

-1.187

+2.350

▽YP+0.120

３１号排水樋管
ボックスカルバート

1000×1000 T-25

t=20mm

C-C 300×7

止水板

D19  L=1.00m/本

ダウェルバー@500

エラスチックフィラー

管理橋 管理橋

管理橋 管理橋

止水鋼矢板　Ｗ型

L=2.00m

止水鋼矢板　Ｗ型

L=2.00m

止水鋼矢板　Ｗ型

L=2.00m

止水鋼矢板　Ｗ型

L=2.00m

L=2.00m

止水鋼矢板　Ｗ型

注意事項

σck=21N/mm 2

σck=21N/mm 2

σck=18N/mm 2

2σck=18N/mm

鉄筋

二次コンクリート

鉄筋コンクリート

無筋コンクリート

均しコンクリート

使用材質

Gr-Ck-2BSGr-Ck-2BS
ガードレール

開口寸法 1290×1290

+2.350 +2.350

切欠部

2860×210×900

切欠部

2860×210×900

2860×210×900

切欠部

2860×210×900

切欠部

ガードレール
Gr-Ck-2BS Gr-Ck-2BS

ガードレール

（下流水叩き）

端部加工矢板

L=2.00m

※ 堰本体のPHC杭φ700の

上杭はカットオフ1.0mで

杭頭標高EL1＝YP-1.387m 

杭頭仕上り標高

EL2＝YP-2.387mとする。

SD295A

4. ゲートの箱抜き・サシ筋は、「箱抜き・サシ筋図」によるものとする。

によるものとする。
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4. 加工矢板（コーナー部、T字部）と標準矢板の配置は監督員との協議により調整する事。

3. 止水鋼矢板のひげ筋（D16ｍ  L＝500mm）は、底版鉄筋と接合しないものとする。
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端部加工矢板

L=2.00m

+2.350

-0.880

L=2.00m

止水鋼矢板　Ｗ型

+2.350

S=1/100

堰本体の止水鋼矢板の中心線

止水鋼矢板　w型
L=2.0m

S=1/100

S=1/100

止水矢板頭部鉄筋詳細図

平面図 B-B

縦断図
A-A

上流側エプロン工構造図

平成26年3月

川尻水門(0312100-1100-25)

上流側エプロン工構造図

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1：141
図面番号 5-21/59

A1 1：100



止水鋼矢板　w型

L=2.0m

-1.187

止水板

縦断図

下杭　A種　L=12m×3

上杭　B種　L=8m

中掘拡大根固め工法

PHC杭φ600　L=44m

上杭　B種　L=8m

中掘拡大根固め工法

下杭　A種　L=12m×3

PHC杭φ600　L=44m

L=2.0m

止水鋼矢板　w型

+2.350 +2.350

B-B

+2.350

-1.187

B

A

B

A

+2.350+2.350 +2.350

-1.187

+0.120

1000×1000 T-25

ボックスカルバート
３１号排水樋管

1000×1000 T-25

３１号排水樋管
ボックスカルバート

ボックスカルバート

1000×1000 T-25

３１号排水樋管

▽YP+0.120

止水矢板頭部鉄筋詳細図
S=1/20

目地 t=20mm

目地 t=20mm

止水鋼矢板　Ｗ型

L=2.00m

開口寸法 1290×1290

開口寸法 1290×1290

3. 止水鋼矢板のひげ筋（D16ｍ  L＝500mm）は、底版鉄筋と接合しないものとする。

注意事項

鉄筋コンクリート

無筋コンクリート

鉄筋

均しコンクリート

使用材質

2σck=18N/mm

σck=21N/mm2

σck=18N/mm2

堰本体の止水鋼矢板の中心線

端部加工矢板

L=2.00m

止水鋼矢板　Ｗ型

L=2.00m

▽+2.350

4. 加工矢板（コーナー部、T字部）と標準矢板の配置は監督員との協議により調整する事。
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※ ひげ筋は、底版の鉄筋と接合しないものとする。

（Ｄ１６　Ｌ＝５００）
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3. 杭の継手はアーク溶接とし、所定の溶接技能者が行なうこと。（JIS A 7201 による）

注意事項

1. 上杭は、PHCφ700B種（強化杭）L=9mで、杭体内補強鉄筋D19 L=2.725m/本 N=15本を

工場製作で配置し現場搬入すること。

2. 上杭は、カットオフ1.0mで杭頭標高はEL1=YP-1.387m 杭頭仕上り標高はEL2=YP-2.387mとする。

止水鋼矢板　W型
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杭頭補強図

S=1/30

鉄筋加工図

杭頭補強鉄筋表 (杭1本当り)
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3. 杭の継手はアーク溶接とし、所定の溶接技能者が行なうこと。(JIS A 7201 による)

注意事項

1. 上杭は、PHCφ700B種（強化杭）L=9mで、杭体内補強鉄筋D19 L=2.725m/本 N=15本を

工場製作で配置し現場搬入すること。

2. 上杭は、カットオフ1.0mで杭頭標高はEL1=YP-1.387m 杭頭仕上り標高はEL2=YP-2.387mとする。

上杭 B種 強化杭吊り型枠
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※ 杭の継手はアーク溶接とし、所定の溶接技能者が行なうこと。（JIS A 7201 による）
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S=1/20
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▽＋2.140

▽＋2.878▽+2.648

2%2%

P1R

F M

0.0140.014

0.021 0.021

2

2

1

1

A2(F）P1R（M）

2

2

0.421.43

φ150x420

材   料   表

0.0560.0140.014m3無収縮モルタルアンカー孔モルタル

0.0840.021 0.021m3無収縮モルタル沓座モルタル
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(伸縮継手詳細図)

ゴムジョイント-20mm用ゴムジョイント-20mm用

（桁　　　側）

m3m3m3

P1数量

22 本

P1数量

2.10 m

0.59リッター

0.094

合計数量

44 本

16 本

合計数量

6.30 m

1.77リッター

0.364

A1数量

11 本

8 本

A1数量

2.10 m

0.59リッター

0.135 m3

名　　　　称 材　　質 A2数量 備　　考

ゴムジョイント-20mm用
SS400　合成ゴム

SR235　SD295
2.10 m 歩道用

シ ー ル 材 シリコン系 0.59リッター

後打コンクリート 0.135

寸　　法 A2数量 1本当り質量 合計質量 備　　考

D16x420 11 本 0.655 kg 28.8 kg 上部工

D16x380 8 本 0.593 kg 9.4 kg 下部工

伸 縮 継 手 材 料 表 

ア ン カ ー 筋 表

シール材

バックアップ材

プライマー塗布

LC

ゴムジョイント-20mm用

F

P1

M F

A1 A2

ゴムジョイント-20mm用

歩 道 用

型

枠

材

～

66

後打コンクリート

σck≧36N／mm2

現 場 溶 接

通し筋  D13

アンカー筋　D16 アンカー筋　D16

c.t.c 250

桁　　側パラペット側

シール材シール材

LC

2.0%%% 2.0%%%

LC

シール材 シール材

G3G1

S=1/100配　　置　　図

S=1/20アンカー筋埋設図

S=1/2シール材充填図

S=1/20断　　面　　図

S=1/20平　　面　　図

S=1/4伸 縮 継 手 断 面 図
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(排水・防水工詳細図)
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打設後

スプリングフィルター

スパイラルパイプ
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版
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スラブドレーン

排水管

排水管

ガードレール支柱

スラブドレーン

スラブドレーン

スラブドレーン

ガードレール支柱

排水管 排水管 排水管

排水管排水管排水管

プ レ キ ャ ス ト 桁 長　　プ レ キ ャ ス ト 桁 長　　

防　水　層　　防　水　層　　

〃

個

スパイラルパイプ

ホールインアンカー

※上記材質は溶融亜鉛メッキを施す。

個

防　　水　　層

スラブドレーン

シート系

取　付　金　具 ８

ス ク リ ー ン

蓋

〃

〃

排　　水　　管

単位質量 摘　　要仕　　　様名　　　称 単 位 数  量

６

１
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０

５
０

５
０

蓋

スクリーン

蓋

伸縮装置

フレキシブルチューブ フレキシブルチューブ

スラブドレーンスラブドレーン

鋼　管

取付金具

鋼　管

取付金具

P1 A2A1
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防護柵詳細図　(1/2)

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1:200
図面番号 5-45/59

A2 1:283
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防護柵詳細図　(2/2)

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1:10
図面番号 5-46/59

A2 1:14



※「３．工事種目」全てを工事範囲とする。

　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

防水工事

押出成形セメント板工事

鉄骨工事

鉄筋工事

地業工事

屋根及びとい工事

木工事

石工事

タイル工事

コンクリート工事

土工事

工事範囲全て仮設工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

カーテンウォール工事

ユニット及びその他の工事

金属工事

１.共通仕様

４．工事範囲

（４）（別　．　．　）は（５．３．７）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　　「建築工事共通仕様書（最新版）」（以下「共仕」という。）による。

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事および機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用

　　　する。

（５）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（３）特記事項に記載の（　．　．　）内の表示番号は、共仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　○印と○印の付いた場合は、共に適用する。

（２）特記事項は、○印の付いたものを適用する。・

　　　・

　　　・ 　  ※

コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・

設計図

仕様書

Ⅰ 工事概要

・「３．工事種目のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

２ 敷地面積

３ 工事種目

１ 工事場所

延床面積：

建築面積：

１）機械室

m2

構造：鉄筋コンクリ－ト造地上平屋建

11.46 m2

11.46 m2

建築工事：（躯体・仕上工事）

建築電気設備工事

川尻水門建設工事　機械室

（１．７．１～１．７．３）（表１．７．１）

項　　目 特　　記　　事　　項

建築材料等

条件明示項目

電気保安技術者

発生材の処理等

工事実績情報の登録

適用基準等

品質計画

・建築工事標準詳細図（建設大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・

・

※適用する

※現場説明書による　　・構外搬出適切処置

※建築基準法に基づき定められる風圧区分等の適用工事

　・８章　・９章　・１０章　・１３章　・１４章　・１６章　・１７章

　・風速（Ｖｏ＝　　　　　　）

　・積雪区分　建告示第１４５５号　別表（　　）

※適用する

　なお、「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「

これらと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合は、設計図書に規定するもの又は

建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿（平成１３年版）」によるほか、こ

れと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　また、同上評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、評価書の写しを監督職員に提出し、

　その確認をもって、品質・性能の確認があったものとすることができる。

（１．１．４）

（１．１．１３）

（１．２．２）

（１．３．３）

（１．３．５）

（１．５．２）

特別な材料の工法

技能士

　共仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法とする。

適用工事種別

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

ブロック・ＡＬＣパネル工事

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

カーテンウォール工事

技能検定の職種

・ 鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

・ 型枠施工

・ とび

・ ブロック建築　・ＡＬＣパネル施工

・ アスファルト防水工事作業　・ 合成ゴム系シート防水工事作業

・ 塗膜防水工事作業　　　　　・ シーリング防水工事作業

・ 石材施工（石張り施工）

・ タイル張り

・ 建築大工

・ 建築板金（内外装板金作業）　・スレート施工

・ 内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・ 左官

・ サッシ施工　　・ ガラス施工

・ カーテンウォール施工（ＰＣ）　・ サッシ施工　・ ガラス施工

・ 塗装（建築塗装作業）

・ プラスチック系床仕上げ工事作業

・ ボード仕上げ工事作業　・表装（壁装作業）

・ 造園植栽工事

内装工事

塗装工事

施工図等の取扱い

完成写真

完成図等

設計ＧＬ

設備工事との取合い

※作成する

　完成図の原図サイズ及び仕様　　※現場説明書による　　　　

・作成しない

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

　保全に関する資料の部数　　　　※１部　　・

下記のものを監督職員に提出する。

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ（ｍｍ）

・モノクローム

外部（　）内部（　） ※２　・　 ※１００×１２５以上

・

・

※１００×１２５以上

※２４×３６以上

※２　・６

※１　・　

※２　・　

※２　・　

・

外部（　）内部（　）

外部（　）内部（　）

外部（　）内部（　）

外部（　）内部（　）

外部（　）内部（　）・

・カラースライド

・カラー半切木製パネル

・カラー四切木製パネル

・カラー

※キャビネ版

※キャビネ版

（他に外観正面１カットのみ５枚（カラーキャビネ版）提出）

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

撮影業者　※監督職員の承諾する撮影業者（ただし、建築完成写真撮影の実績のある業者とする。）

工事用電力

工事用水

監督職員事務所

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（・有償　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（・有償　・無償）

監督職員事務所の規模その他　　現場説明書による （２．３．１）（表２．３．１）

（２．３．１）

（２．３．１）

建設発生土の処理

埋戻し及び盛土

※現場説明書による。

種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

・構外搬出適切処理　・構内指示の場所にたい積　・構内指示の場所に敷き均し

（３．２．３）（表３．２．１）

（３．２．５）

（４．３．１）（４．３．２）

（４．３．６）

（４．３．２）

（４．３．７）

（４．３．３～４．３．５）

既製コンクリート杭 種類

　※高強度プレストレストコンクリート杭（建築基準法に基づく指定又は認定を受けたもの）

　・

杭径（ｍｍ） 継手数 セット数 備考

試験杭

本　杭

　・打込み工法

施工法

　・認定埋込み杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とし、杭材料は指定又は

杭頭の処理　　※切断しない　　　・

先端部形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定又は認定を受けた継手を使用してもよい。

　　　　　　　　　　　認定条件に適合するもの）

砂利地業

杭地業

床下防湿層

鉄筋の種類　　５章鉄筋工事の鉄筋の種類による

　　　　　　　・リバース工法

掘削工法　　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水掘削）

※再生クラッシャラン　・切込み砂利及び切込み砕石

　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）

施工箇所　　　　　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

コンクリートの種別及び設計基準強度

側壁測定　　　・行う（　　　　　　）・行わない

　　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　（　　　）種かつ（　　　）Ｎ／ｍｍ 以上

　　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　　　）

　　　　　　　・

場所打ちコンクリート

（４．６．６）

（４．５．５）

（４．５．４）

（４．６．３）

（４．５．３）（表４．５．１）

（４．５．４）

（４．５．３）

の杭頭補強

帯筋

最上階柱頭補強

壁開口部の補強

鉄筋の最小かぶり厚さ

鉄筋の継手

鉄筋の種類

呼び名（ｍｍ）種類の記号

・ＳＤ２９５Ａ

・

・

呼び名１９ｍｍ以上の柱、梁の主筋　※ガス圧接　・ 重ね継手

最小かぶり厚さは目地底から算定する。

施工箇所 共仕表５．３．５の値に加える寸法（ｍｍ）

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示

※行う　　　・行わない

※Ｈ形（口は除く）　　　・

※Ｈ形　　　・ＭＨ形　　・Ｍ形

一般壁　　　※Ａ形　　　・Ｂ形　　　・図示

耐震壁　　　※図示

既製コンクリート杭

梁貫通孔の補強形式

（５．２．１）（表５．２．１）

（５．３．４）

（５．３．５）

（別２．１）

（５．３．１）（別１．１）

（別２．２）

※超音波探傷試験　　　・引張試験圧接完了後の試験

・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種（　　　ヶ所）機械吊上げ用フック

設計基準強度

クリートの種別

　　　　表面の処理

コンクリート躯体

無筋コンクリート

混和材料の種別

骨材の種類

セメントの種類

普通コンクリートの

施工箇所

※２１

・１８

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種

　７ｄ

２８ｄ

・高炉セメントＢ種（場所打ちコンクリート杭・　　　　　　　　　　　　　　　　）

３５２Ｊ／ｇ以下

４０２Ｊ／ｇ以下

　普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳＲ５２１０に示された規定の他、次の規定の全てに適合

　するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

水和熱

レディーミクストコン

設計基準強度　　　※１８Ｎ／ｍｍ

※混和剤　　　・混和材

※Ａ

アルカリシリカ反応による区分

・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Ｒｔ＝３．０ｋｇ／ｍ以下）

設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ ）

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

　　ＭＣＲ工法は、せき板面にＭＣＲ工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上がり面は凹凸

　状態とする。

適用及び適用個所について

　　１９章内装工事１４断熱材による

断熱材兼用型枠

コンクリートの増打ち厚さ　　　※１０ｍｍ　　・ 20mm

　職員に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承諾を受ける。

鉄骨の製作工場

　（１）契約電力　　　（　　　）ｋｗ以上（デマンド契約した場合はこの７０％で可）

※建築基準法に基づく評価を受けた製作工場のうち、下記の条件を満足するもの。

　（３）建築士　　　　　１級（　　）名以上　　　　　２級（　　）名以上

　（４）ＷＥＳ８１０３　１級（　　）名以上　　　　　２級（　　）名以上

　（２）超音波探傷器又は放射線透過試験装置（　　）台以上

（７．１．３）

２

２

３

２

２

　・地表面粗度区分

　　高圧水洗工法の目荒しは、水圧５０Ｎ／ｍｍ  以上かつ、２．５分／m2以上とし、施工計画書を監督

　（５）ＮＤＩＵＴ　　　 種（　　）名以上　　　　　 種（　　）名以上

章

１

一

般

共

通

事

項

２

仮

設

工

事

３

土

工

事

事

工

事

工

５

鉄

筋

６

ト

工

事

コ

ン

ク

リ

｜

７

鉄

骨

工

事

（別７．１）（別表７．１～別表７．３）

（別４．２）（別表４．３）（別表４．４）

（別７．３）

（６．１．４）

（６．３．２）（６．１３．２）（６．１６．２）（表６．３．１）

（６．１．５）（６．４．１）（６．４．２）（表６．１．１）

（６．３．３）（６．５．４）

（６．１４．３）

（６．３．５）（６．４．８）

（５．１１．９）

エンドタブ

スカラップ

施工管理技術者

溶接部の試験

種類の記号

鋼材の材質

適用する

使用箇所

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

規格等

改良型スカラップ

鋼製エンドタブ

　切断する個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

試験の種別

・放射線試験

・マクロ試験

試験箇所

完全溶込み溶接部

※トルシア形高力ボルト　・ＪＩＳ形高力ボルト　・溶融亜鉛めっき高力ボルト

ＡＯＱＬ　　※４．０％　　・２．５％

※超音波探傷試験

検査水準　　※第６水準　　・図示

試験方法

※共仕７．６．１１（ｂ）による

・図示

（７．６．１１）（表７．６．２）

（７．６．１１）

（７．２．２）（７．１２．４）

（７．１．４）

（７．２．１）（７．２．１０）（表７．２．１）

（７．９．２～７．９．６）

（表７．１０．１）

（７．２．９）（表７．１０．２）

（７．１２．３）（表１４．２．２）

及び埋込み工法

耐火被覆

・ラス張りモルタル塗り　　　　

・耐火板張り

・耐火材 ・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

　吹付け

所要性能及び適用構造区分種　　　　別

・構造用アンカーボルト　（・　　　　　　　　　　　　）

無収縮モルタルの製造所　評価名簿による

・建方用アンカーボルト　（・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種）

アンカーボルトの保持

柱底均しモルタル工法

亜鉛めっきの種別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

溶融亜鉛めっき工法

材　料

最低板厚４．５ｍｍ以上の形鋼、鋼板

普通ボルト、アンカーボルト

最低板厚３．２ｍｍ以上、４．５ｍｍ未満の形鋼、鋼板

最低板厚１．６ｍｍ以上、３．２ｍｍ未満の形鋼、鋼板

適用部位

素地ごしらえは、ＪＩＳＨ９１２４溶融亜鉛めっき作業標準による。

・デザインパネル（図示）

※フラットパネル ※無し

・有り（　　）

10

　１

　２

　３

　１

　２

　２

　３

　１

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

　１

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

１１

　８

　５

　４

　１

　２

　３

　５

　６

　４

　８

　９

・工事写真の撮り方（最新版）建築編（建設大臣官房官庁営繕部監修）

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

※Ａ種　　・Ｂ種

・監督職員の承諾する製作工場

※　Ⅰ類　　　・Ⅱ類

ブロック

建築用コンクリート

ＡＬＣパネル

帳壁及び塀

補強コンクリートブロック造 ※空洞ブロック１６　　・空洞ブロック１６－Ｗ

※共仕表８．３．１及び下表による

・塀

・衛生配管用裏積みブロック

２ｍ以下高

さ

適用箇所

・

厚さ（ｍｍ）

・１５０

・

・１００

２ｍを超える

種　別

・外壁パネル

・屋根パネル

・床パネル

・間仕切壁パネル

・９８０１

・１１８０　・１９６０

・２３５０　・３５３０

厚さ（ｍｍ）

・１００　　・１５０

※１００　　・

※１００　　・

※１００　　・

・Ａ種　・Ｄ種　・Ｅ種

※共仕８．４．６による

・Ｄ種　・Ｅ種　・Ｆ種

取付け工法種別

・Ｇ種　

・外壁

押出成形セメント板

・デザインパネル（図示）

・タイルベースパネル

・タイルベースパネル

※フラットパネル

表面形状

※フラットパネル

・デザインパネル（図示）

施工箇所

・間仕切り壁

耐火性能

（　　）

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

工法

※有り

・無し

（　　）

※有り

・無し

（　　）

（　　）

厚さ　・５０ｍｍ未満　　　・

　種類　無石綿タイプ

製造所　　評価名簿による

（８．５．２～８．５．５）（表８．５．１）（表８．５．２）

（８．４．２～８．４．５）（表８．４．２）（表８．４．３）

（８．２．２）

（８．３．２）

厚さ　※５０ｍｍ以上　　　・

　種類　無石綿タイプ（タイプⅡ）

単位荷量（Ｎ／㎡）

８

ン

リ

｜

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

・

押

出

成

形

セ

メ

ン

ト

コ

ク

板

工

事

　３

　２

　１

・１２０

・１９０

施工箇所 表面形状 耐火性能

製造所

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

　７

腰壁　２０

10

地業

４

地

業

　１

杭長（ｍ）及び種別

　１

　２

鋼材　３

高力ボルト　６

　７

　９

１０

躯体

※図示　　　・設計ＧＬ＝YP＋２．３５

　４

※２０　　・

11

12

13

14

Ⅱ 建築工事仕様書

2.特記仕様

　（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

Ⅲ Ⅱ

一式

一式

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

工事範囲全て

該当なし

該当なし

・

※　提出方法は特記仕様書による

平成26年3月

川尻水門(0312100-1100-25)

機械室建屋構造図　(1/12)

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

図面番号 5-47/59
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地　盤3 .

建 築 場 所

(1) 工 事 名 称

(2) 工 事 種 別

(3) 構 造 種 別

(4) 階 　 数

(5) 主 要 用 途

(6) 屋 上 付 属 物

増 築 計 画(7)

付 帯 工 事(8)

(9) 特 別 な 荷 重

地盤 調 査 資料(1)

地盤 調 査 計画(2)

(3) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

(4) ボー リ ン グ標 準 貫 入値 、 土 質構 成

建築物の構造内容

適用は 印を記入する。
構造設計標準仕様

地業工事4 .

1 .

6 . 鉄 骨 工 事

( 1 ) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

( 2 ) 工事監理者の承認を必要とするもの

( 3 ) 工事監理者が行う検査項目

( 4 ) 接合部の溶接は下記によること

接合部の検査( 5 )

鉄 筋 コ ン ク リ － ト 工 事5 .

近隣）敷地内

無 有 ）無（調査予定

ボーリング調査

ボーリング調査 静的貫入試験

平板載荷試験物理探査

（基礎・杭の位置を明記すること）

土質試験

標準貫入試験 水平地盤反力係数の測定

有

増築 増改築 改築

鉄骨造（Ｗ） 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

鉄筋コンクリート造 壁式鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造

プレキャスト鉄筋コンクリート造

（ＷＰＲＣ）

（Ｓ）

（ＷＲＣ）（ＲＣ）

（ＳＲＣ）

新築

地下 地上 塔屋

木造

広告塔

（ＰＲＣ）

キュービクル

有 （ ）

煙　突

擁壁門塀

倉庫積載床用 受水槽

リフト ｋＮエレベータ 人乗 ホイスト

無

普通 軽量、柱、梁、床、壁

普通 軽量、

押えコンクリート 普通 軽量、

鋼材倶楽部

製作要領書 工作図 施工計画書製作工場

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

材料規格証明書または試験成績書

社内検査表

印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること

（

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

建方検査

鉄骨構造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること ）

建築鉄骨工事施工指針

（

杭基礎

( 1 ) 直接基礎 布基礎 独立基礎 有試験掘

無ＧＬ深さ

支持層

ベタ基礎

有載荷試験、 長期許容支持力度m 支持層

度
深

値

位 置 図

備 考

が あ る

つ い ての コ メン ト

孔 内 水位

設 計 地番 と は約 　 　の 距 離m

Ｎ 標準貫入試験

支 持 地盤 、 地層 及 び深 さ に

（ロープ式　油圧式）

機械室

( 2 )

土　質

水平地盤反力係数の測定

無

川尻水門建設工事業務

(10) 構 造 計 算 ル ー ト Ｘ方向ルート Ｙ方向ルート

2

使用構造材料2 .

( 1 ) コンクリート

1 8

種　類 ＝ＣＦ スランプ 備　　考ｃｍ

土間コンクリート 普通

基礎、基礎梁 普通

適用箇所 設計基準強度

材　　料 施 工 法 備　考

ＰＨＣ

摩 擦 杭

ＰＣ

ＰＨＣ

鋼 管 鋼 材

ＰＣ Ａ種 種Ｂ Ｃ種（ ）

種Ｂ Ｃ種（ ）Ａ種

ＳＳ４００ ＳＴＫ４００

埋込み（セメントミルク工法）

年 月 日

ＲＣ

コンクリート杭

場所打ち コンクリート

ス ラ ン プ

セメント量

鉄　　筋

ｃｍ

主 筋

ＳＤＨＯＯＰ

打ち込み

大 臣 認 定 第 　 号

拡 底 杭

第 号

日月年

Ｈ　 鋼

杭　　種

＝ＦＣ
日本建築センター評定

杭施工結果報告書施工計画書承認杭仕様

有（ 無） （ 打ち込み ）載荷 本

杭径（ｍｍ） （ＫＮ） 本数 特記事項（ｍ）杭の先端の深さ

・・試験杭

設計支持力

( 3 ) 石・割栗・捨てコンクリート地業

基礎下

基礎梁下・基礎スラブ下

土間コンクリート下

備　考捨てコン割　栗

地業厚さ （ｍｍ）

5 0

施工箇所 　石

1 0 0

1 0 0 5 0

（

1 1 (  )(  )

ＡＣＥ工法と同等

近 隣 デー タ の調 査 地番 と

2ｋN/m

1

調 査 地番

平板載荷試験

圧密試験

設計ＧＬ m

設計ＧＬ＝ＫＢＭ m

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル 拡底杭
拡頭拡底杭

ＢＨ 深礎
手 掘

機 械 掘

％

個

％

個

％

個

個

％ ％

個 個

％

社 　 内 第 三 者

検査率又は検査数

工事監理者

検査方法検査箇所

その他マクロ試験 ・

検査外観 目視（ ）

超音波探傷試験突 合 せ 溶 接 部

第 三 者 検 査 機 関 と は 、 建 築 主 、 工 事 監 理 者 又 は 工 事 施 工 者 が 、 受 入 れ 検 査 を

代 行 さ せ る た め に 自 ら 契 約 し た 検 査 会 社 を い う 。

第 三 者 検 査 機 関 名 ＣＩＷ 認 定 機 関 と す る

階0 階1 階0

1 8

ＳＤ
ＳＤ

比重 2 3

比重 2 3

Ｎ ２／ｍｍ

注１） 品質基準強度ＦｑはＦｃ＋３Ｎとする。ただし、捨てコンクリート・土間コン

クリート及び押えコンクリートは除く。

（ＣＢ）( 2 ) コンクリートブロック

鉄　筋( 3 )

( 4 ) 鉄　骨

ボルト( 5 )

( 6 ) 屋根、床、壁 使用箇所

丸　　鋼

径 継手工法

ガス圧接継手

特殊継手

重ね継手

（ ）

Ｄ１０ ～ Ｄ１６

種　　類

種　　類 使用箇所 現場溶接 設計溶接強度

異形鉄筋

鋼　　材

備　　孝

ＳＳ４００Ａ ＳＳ４００Ｂ

ＳＴＫＲ４９０ＳＴＫＲ４００

ＳＭ４９０ＢＳＭ４９０Ａ

ＳＳＣ４００

無

有 無

有 無

有 無

有ＳＳ４００

Ｆ１０Ｔ Ｓ８Ｔ Ｓ１０Ｔ Ｍ１２、 Ｍ１６、（ Ｍ２２ ）

＝

認定品 Ｍ２０、

要 否中ボルト ＝

ＳＳ４００

高力ボルトすべり係数試験

ナット（シングル、ダブル）＝ Ｌ＝ ｍｍ

＝ Ｌ＝ ｍｍ

＝ ｍｍ

アンカーボルト

頭付スタッド

高力ボルト

ＡＬＣ版

折　版 型式

Ｌ＝

厚

厚

厚

厚

型式デッキプレート

型式キーストンプレート

Ａ 種 Ｂ 種 Ｃ種 厚 １００ １２０ １５０ １９０、 、

使用箇所

、、

　体全般

　体全般

Ｄ１０ ～ Ｄ１６

Ｄ１９ ～

高強度せん断補強筋

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＲ２３５

ＳＤ２９５Ａ

KSS785

Ｄ１９ ～ Ｄ２２

認定工場 （大臣認定 ランク ）グレードまたは都登録

（建築構造設計指針第 章１２

日本建築学会 溶接工作規準、同解説 Ｉ ＩＩ ＩＩ Ｖ ＶＩ ＶＩＩＶＩＩＩＩＶ ＩＸ、Ｉ

日本建築学会 鉄骨工事技術指針、工事現場施工編

その他8 .

設備関係7 .

諸 官 庁へ の 届 出書 類 は 遅滞 な く 提出 する こ と 。

各 試 験の 供 試 体は 公 的 試験 機 関 にて 試験 を 行 い工 事 監 理者 に 報 告す る こ と。

必 要 に応 じ て 記録 写 真 を撮 り 保 管す るこ と 。

設 備 機器 の 架 台及 び 基 礎に つ い ては 工事 監 理 者の 承 認 を得 る こ と。

外壁，パラペット，外部廊下の床・手摺，バルコニーの床・手摺は、

＠３０００前後にひび割れ誘発目地を設ける。（位置は、意匠図による。）

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

高力ボルトは

倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて

の高力ボルト

どを座金外径

ョットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが

合は、赤さびは発生しないままでよい。

序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として

とする。

締付け後の検査は, 各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

５０Ｓ

２

Ｂ１１８６ＪＩＳ

２

を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態であること。ただし、シ

以上である場

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順

度締め

注１

注２

）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

現場溶接は、超音波深傷試験を１００％行う事。

床 スラ ブ 内 に設 備 配 管等 を 埋 込む 場合 は ス ラブ 厚 さ の 以 下と し 管 の間 隔 を

管 径の 　 倍 以上 、 か つ 以 上と す る 。5cm3

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

（社）鉄骨建設業協会 突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル

２

２

( 6 ) 防錆塗装

( 7 ) 耐火被覆の材料

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は

の部分とする。錆止めペイントは、 回塗りを標準とする。

工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し 回塗りとする。

ＪＩＳ

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外

国土交通省告示 1464号に関する溶接部の検査

単位水量は　　　　 　以下とする。注２） 185 ｋｇ／ｍ３

( 1 )

日本建築学会 鉄骨工事技術指針鉄骨精度検査基準ＪＡＳＳ６

日本建築学会

耐 久 設 計 基 準 強 度

鉄　筋( 3 )

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒 中 、暑 中 、 その 他 特 殊コ ン ク リ－ ト の適 用 を受 け る 期間 に 当 る場 合 は 、調 合 、

打 ち 込み 、 養 生、 管 理 方法 な ど 必要 事 項に つ いて 、 工 事監 理 者 の承 認 を 得る こ と。

フ レ ッシ ュ コ ンク リ － トの 塩 化 物測 定 は、 原 則と し て 工事 現 場 で　 　 国 土開 発 技

術 研 究セ ン タ －の 技 術 評価 を う けた 測 定器 を 用い て 行 い、 試 験 結果 の 記 録及 び 測

定 器 の表 示 部 を一 回 の 測定 ご と に撮 影 した 写 真（ カ ラ －） を 保 管し 承 認 を得 る 。

測 定 検査 の 回 数は 、 通 常の 場 合 、１ 日 １回 以 上と し 、 １回 の 検 査に お け る測 定 試

験 は 、同 一 試 料か ら 取 り分 け て ３回 行 い、 そ の平 均 値 を試 験 値 とす る 。

ま た は現 場 封 かん 養 生 とし 、 採 取は 打 ち込 み 工区 ご と 、打 ち 込 み日 ご と とす る 。

ま た 、打 込 み 量が ごと ま たは 、 その 端 数 ごと に 一 回をを こ え る 場 合 は

標 準 とす る 。 一回 に 採 取す る 供 試体 は 、適 当 な間 隔 を おい た ３ 台の 運 搬 車か ら そ

の 必 要本 数 を 採取 す る 。な お 、 供試 体 の数 量 は、 特 別 指示 な き 場合 は 、 １回 当 り

ク リ －ト の 自 由落 下 高 さは 、 コ ンク リ －ト が 分離 し な い範 囲 と する 。 ポ ンプ 圧 送

に 際 して は 、 コン ク リ －ト 圧 送 技士 ま たは 同 等以 上 の 技能 の 有 する 者 が 従事 す る

こ と 。な お 、 打ち 込 み 継続 中 に おけ る 打継 ぎ 時間 間 隔 の限 度 は 、外 気 温 が　 　 未

分以 内 と する 。以 上 の 場 合 は満 の 場合 は 分 、

６ 本 以上 と し 　そ の う ち４ 週 用 に３ 本 を用 い る。

ポ ン プ打 ち コ ンク リ － トは 、 打 ち込 む 位置 に でき る だ け近 つ け て垂 直 に 打ち コ ン

は、現場水中養生、構 造 体コ ン ク リ－ ト 現 場の 圧 縮 強度 試 験供 試 体

150m３

（JASS 5T-603）

25℃

の普 通 ポ ルト ラ ン ドセ メ ン トを 標準 と す る。セ メ ン ト は 、ＪＩＳ　　Ｒ

本 設 計 図 書 内 に 於 け る コ ン ク リ ー ト 強 度 は 設 計 基 準 強 度 を 示 す 。

財（　）

Ｆｄ 長期 とする。一般 標準

( 4 ) 型　枠

を標 準 と する 。材料 　 　合 板 厚

型枠 存 置期 間

m/m１２

支　　　柱せ　き　板

スラブ下、はり下 スラブ下基礎、はり側、柱、壁

種類

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント

シリカセメント

以上

未満（・）

圧 縮 強 度

コンクリートの

はり下

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

３

３

５

８

２15℃

５

ｍｍＮ／ 2５

注） 片持ばり、庇、スパン　　　以上のはり下は、工事監理者の指示による。９．０ｍ１

行わない。

注） 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として２

注） 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。３

注） 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。４

注） 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

５

注） 上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。６

　　ＧＪＩＳ

ＪＩＳ高 強 度せ ん 断 補強 筋 は 、　 　 　 　　 に 規定 さ れる 　 種 　号 適 合 品と す る 。Ｄ 1

鉄 筋 は　 　 　 　　 の 規 格品 を 標 準と す る。

( 2 ) コンクリ－ト

コ ン ク リ － ト は による。認定工場の製品とし施工に関してはＪＩＳ ＪＡＳＳ５―２００３

ＪＡＳＳ５　鉄筋コンクリート工事 ２００３年度

一般事項

鉄筋コンクリ－ト工事は指示のない限り下記による

鉄 筋 の加 工 寸 法、 形 状 、か ぶ り 厚さ 、 鉄筋 の 継手 位 置 、継 手 の 重ね 長 さ 、定 着 長

を ガ ス圧 接 と する 場 合 は、

造 配 筋標 準 図 」 に よる 。

外観 検 査 有引張試験 超 音 波試 験有 無、

｝

但し 、 図 面表 示 の ある 場 合 はそ れに 従 う こと 。

工事 監 理者 の 指定 す る 第　 者 機 関

の 加 工方 法は 、 　型　　タ ガ 型　 溶接 型

と す る。イラ ル 型

柱の 帯 筋

コン ク リ ート 及 び 鉄筋 の 試 験は 「 建 築物 の工 事 に おけ る 試 験及 び 検 査に 関 す る

　　 試 験 機関 名

　　 代 行 業者 名

代行 業 者 名と は、 試 験 、検 査 に 伴な う 業 務を 代 行 する 者を い う 。

スパ（ （Ｈ （Ｗ） Ｓ

３

東京 都 取 扱要 綱 」 第　 条 の 試験 機 関 で行 うこ と 。４

ガス 圧 接 部の 抜 き 取り 検 査 は、 同 一 作業 班が 同 一 日に 施 工 した 圧 接 個所 ご と

（

（200

200箇所 を 超 える と き には 、 ）箇 所 ごと に１ 回 行 い、 １ 回 の試 験 は ５本 以 上 とす る。

有 無

　　Ｇ

30 . 00.75

着工前に載荷試験を行なう事。

　　層

120150

）

　型　 ） 　型　

25℃

5

10

15

20

25

30

35

5℃～15℃

・5℃

、 、 、、 、 、 、
150m３

無、

部位

（

）

1/3

コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
材
令
日

平
均
気
温

存
置
期
間
の

セ
メ
ン
ト

の
種
類

1 8 比重 2 3

平成26年3月

(2)(1)

(1) (2)さは「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図　　　」または「壁式鉄筋コンクリ－ト構

８５ ％１００％

５０％
設計基準強度の

設計基準強度の

２８

２８

２８

Ａ種

１７８６４

２５

２８１５

１２

１６

１０

１０

６

（Ｄ１９ ）Ｄ１９ 以上未満は、すべて重ね継手とする。継手

日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

ＨＯＯＰ

高強度せん断補強筋　　　　　　の配筋要領は各メーカーの配筋要領に倣う。

3137

3112

(KSS785)

ｋＮ

ｋＮ

ｋＮ

ｋＮＮ／ｍ

３０

３０

２４

３３、

、２１

、、２１

、 ２１１８

、 １８１６、13.5

、 ３６

２７、２４

0.9F 1.0F

0.9F 1.0F

0.9F 1.0F

0.9F 1.0F

Ｈ＝

5210

K5622,

川尻水門(0312100-1100-25)

機械室建屋構造図　(3/12)

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

図面番号 5-49/59



平成26年3月

一般事項1.

鉄筋加工、かぶり

・ ・ ・Ｄ 部 材 の 成 ・ ・ ・ 直 径・ ・ ・ 異 形 棒 鋼 の 呼 び 名 に 用 い た 数 値

・ ・ ・ｒ 半 径 ・ ・ ・ 中 心 線 ・ ・ ・ 部 材 間 の 内 法 距 離 ・ ・ ・ｈ ｏ 部 材 間 の 内 法 高 さ

・ ・ ・Ｓ Ｔ ・ ・ ・ 帯 筋Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ Ｓ ． Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ ・ ・ ・ 補 強 帯 筋 ・ ・ ・ 直 径あ ば ら 筋

１ ８ ０ ° ９ ０ °

６ ｄ 以 上 （ ※ ４ ｄ 以 上 ）鉄 筋 の 余 長

図

図
所 に よ る 呼 称

鉄 筋 の 径 に よ 鉄 筋 の 折 り 曲 げ

内 の り 寸 法 （ Ｒ ）
鉄 筋 の 使 用 箇

９ ０ ゜

※ 片 持 ス ラ ブ 上 端 筋 の 先 端

打 ち 込 む Ｔ 形 お よ び Ｌ 形 梁 の キ

の 末 端 部 ま た は ス ラ ブ と 同 時 に

Ｒｄ

余 長

Ｒ

ｄ

Ｒ
余

長

Ｒ

余
長

ｄ
ｄ

ャ ッ プ タ イ に の み 用 い る 。

キ ャ ッ プ タ イ

８ ｄ 以 上 （ ※ ４ ｄ 以 上 ）

８
ｄ

以
上

鉄 筋 の 種 類

Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ｂ 、 Ｓ Ｄ ３ ４ ５

る 区 分

以 上

以 上４ ｄ

Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ

Ｒ

ｄ

以 上６ ｄ

折 ま げ 角 度 　 　 は ス ラ ブ 筋 ・ 壁 筋

・ ・ ・＠ 間 隔

折 曲 げ 角 度 １ ３ ５ °

ｄ

ＬＣ

４ ｄ 以 上

o

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図　（１）

鉄 筋 は 、 Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ 、 Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ｂ 、 Ｓ Ｄ ３ ４ ５ を 使 用 す る 。

折 曲 げ 内 法 寸 法 Ｒ は 、 Ｄ １ ６ 以 下 は 、 ３ ｄ 以 上 、 Ｄ １ ９ 以 上 は ４ ｄ 以 上

定 　 着 　 の 　 長 　 さ

（ Ｌ ）
下 ば 筋

一 般
ス ラ ブ

２

普 通 、 軽 量 コ ン

ク リ ー ト の 設 計

基 準 強 度 の 範 囲
（

特 別 の 定 着 及 び

重 ね 継 手 の 長 さ（ Ｌ ）３

（ Ｌ ）１

小 　 梁

鉄 筋 の 種 類

）

Ｒ

上 記 以 外 の

鉄 　 　 　 筋 Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ｂ 、 Ｓ Ｄ ３ ４ ５

Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ

Ｄ ２ ５～Ｄ １ ９

Ｄ １ ６ 以 下

Ｄ １ ９ 以 上

Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ

Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ｂ

Ｓ Ｄ ３ ４ ５

2 1 2 2 . 5 2 4

1 8
ま た は４ ０ ｄ

フ ッ ク つ き３ ０ ｄ

フ ッ ク つ き２ ５ ｄ

ま た は３ ５ ｄ

フ ッ ク１ ５ ｄ

つ き

２ ５ ｄ ま た は １ ０ ｄ か つ

1 5 0 以 上

ま た は４ ０ ｄ

フ ッ ク つ き３ ０ ｄ

ま た は４ ５ ｄ

３ ５ ｄ フ ッ ク つ き

Ｎ ／ ｍ ｍ
2

杭 （ 地 震 力 等 の 水 平 力 を 考 慮 す る 必 要 の あ る 場 合 は 、 別 途 検 討 す る こ と 。 ）

２ ０ ｄ

４ ｄ

( 4 )

( 3 )

Ｌ

Ｗ

４ ５ ゜ ～

Ｈ＜ ≦５ ０ ０ Ｈ

Ｄ １ ０― ＠ ２ ０ ０と す る

Ｈ ≦ は ※ 印 筋 は 不 用 と す る

の 三 角 壁 厚 さ は 、 以 上 又 は 地 中 梁 幅 と し 、

５ ０ ０

Ｗ １

２

※ 印 筋 は

１ ０ ０ ０

Ｌ
２

Ｌ

６ ０ ゜

べ た 基 礎

基 礎 接 合 部 の 補 強

３ ０ ０

2-Ｄ１６以上
１

１

配 筋 は 同 厚 の 壁 リ ス ト に な ら う

２ ０ ０

１ ．

２ ．

３ ．

４ ．

≧
１

５
ｄ ４

０
７

０

２

Ｌ２

耐 圧 版 鉄 筋 の 継 手 位 置 は ８ － （ １ ） 床 ス ラ ブ を

参 考 と す る 。 但 し 上 筋 と 下 筋 を 読 み か え る

２ の 鉄 筋 は 　 　 以 上Ｄ １ ３

４ ０ ７ ０埋 戻 し 土 の あ る 場 合 は 　 を 　 と す る

１ の 鉄 筋 は ス ラ ブ 主 筋 の 径 以 上 と す る

２
３

１

ロ

１Ｌ

2
Ｌ

１
Ｌ

１
Ｌ

○

○ハ

2Ｌ

2
Ｌ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

2Ｌ

イ○

2
Ｌ

壁 　 縦 　 筋

ロ○

ロ○

( 2 ) 上 ・ 下 階 耐 力 壁 の 各 種 配 置

2Ｌ

Ｌ

水 平 （ 鉛 直 ） に 曲 げ

鉄 筋 を に９ ０ ゜

直 交 筋 外 側 に

回 し 配 筋

2

鉄 筋 端 の １ ８ ０ ゜

フ ッ ク を 直 交 筋 に

か け 掛 け

耐力壁

ス パ イ ラ ル 筋

あ 　 ば 　 ら 筋

帯 　 　 　 　 筋 Ｄ １ ６ 以 下Ｄ １ ６ 以 下 ３ ｄ

基礎

Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ

補 　 強 　 筋

杭 　 　 　 径 ４ ０ ０ ４ ５ ０ ５ ０ ０ ６ ０ ０３ ０ ０ 　 、 ３ ５ ０

６ － Ｄ １ ３ ８ － Ｄ １ ６ １ ０ － Ｄ １ ６８ － Ｄ １ ３ １ ０ － Ｄ １ ３

Ｄ １ ０ － ＠ １ ５ ０

所 定 の 位 値 に 止 ま っ た 場 合

コ ン ク リ ー ト 止 め 板

Ｌ

Ｌ
．

１
５

０

１ ５ ０

基 礎 下 端

基 礎 下 端

所 定 よ り 低 く 止 ま っ た 場 合

但 し ≦ の 場 合

＞ の 場 合 は 工 事 監 理 者 の 指 示 に よ る

１
・

５

２

２

＠ １ ５ ０Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ

５
０

以
上

補 強 筋

４ ５ ゜

Ｐ Ｃ 杭 、 又 は Ｐ Ｈ Ｃ 杭 の 全 て に 補 強 を 行 う( 1 )

( 2 ) 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭

り 部 分

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭
主

筋
４

０
ｄ

重
ね

継
手

４
５

ｄ

筋 の 継 手 は 片 側 溶 接Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ

又 は 重 ね 継 手１ ０ ｄ ４ ５ ｄ

（ 各 ４ ケ 所 ）

０ ０ ０．＠

ス ペ ー サ ー

フ ラ ッ ト バ ー ３

主 筋 の か ぶ り は

へ り あ き

ＬＣ

以 上 と す る１ ０ ０

杭 頭 処 理

以
上

１
０

０

２ ０ ０以 上

８
０

０
　

～
　

１
０

０
０

杭 間 隔 は ２ ＋１ ０ ０ ０か つ 以 上

（ Ｄ １ ３ 以 上 ）

( 1 ) 布 基 礎

立 上 り 部 分 を 分 け る ） の 場 合

ま た 、 特 殊 な 場 合 に は 、 は か ま 筋 を 配 置 す る

( 2 ) 杭 基 礎

２
０
d以

上

( 1 ) 縦 筋 ・ 曲 げ 補 強 筋 ・ 縦 補 強 筋 の 定 着

耐 力 壁 と 床 ・ 屋 根 ス ラ ブ

1
2
0

( 3 )

( 4 )

以
上

1
5
0

2Ｌ

2
Ｌ

Ｌ 形 交 差 部 の 縦 ・ 横 筋 な ど の 配 置

P/
2

P

Ｔ 形 交 差 部 の 縦 ・ 横 筋 の 配 置

単 配 筋 の 場 合

十 形 交 差 部 の 縦 ・ 横 筋 な ど の 配 置

構 造 図 面 に 記 載 さ れ た 事 項 は 、 本 標 準 図 に 優 先 し て 適 用 す る 。

記 号

( 1 )

( 2 )

( 2 ) 鉄 筋 中 間 部 の 折 曲 げ の 形 状 　 鉄 筋 の 折 曲 げ 角 度 ９ ０ ° 以 下

鉄 筋 末 端 部 の 折 曲 げ の 形 状( 1 )

( 3 ) 鉄 筋 の 定 着 及 び 重 ね 継 手 の 長 さ

Ｐ Ｐ

３ ― Ｄ １ ６

＠Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ １ ５ ０ 補 強 筋

Ｌ
2

布 基 礎 交 差 部 の 配 筋 （ 平 面 ）

8 . ( 3 )

c

b

2
Ｌ

2

フ ッ ク 無 しフ ッ ク 付

３
－

Ｄ
１

３

※

※

※

※※※

ハ○

コ ン ク リ ー ト は 普 通 Ｆ ｃ ＝ １ ８ Ｎ ／ ｍ ｍ 　 以 上 ２ ４ Ｎ ／ ｍ ｍ 　 以 下 、 軽 量 Ｆ ｃ ＝ １ ８ Ｎ ／ ｍ ｍ 　 以 上2 2

２．

３．

継 手 位 置 は 、 応 力 の 小 さ い 位 置 に 設 け る こ と を 原 則 と す る 。

直 径 の 異 な る 鉄 筋 の 重 ね 継 手 長 さ は 、 細 い 方 の 鉄 筋 の 継 手 長 さ と す る 。

１． 末 端 の フ ッ ク は 、 定 着 お よ び 重 ね 継 手 の 長 さ に 含 ま な い 。

ガ ス 圧 接 形 状
３ 以 下

ｄ

圧 接 面

ｄ １ ．４ ｄ以 上

圧 接 面 圧 接 面

ｄ ／ ５以 下

以 下ｄ ／ ４
以 上２ ｄ１ ．

約 ５０ ． Ｌ

Ｌ

５Ｌ１ ．≧ ４ ０ ０ａ

重 ね 継 手 （ 下 図 の い ず れ か と す る ）

以 上

ｍ ｍ

＞ ８ ０ ゜

１

１
１

（ 単 位 ： 　 ）ｍ ｍ

　屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　・非耐力壁　　　

　 耐 力 壁 ・ 壁 梁 ・ 小 梁 ・ 片 持 ち 梁

　 土 に 接 す る 耐 力 壁 ・ 床 ス ラ ブ ・ 布 基 礎 の 立 上 り 部 分 ・

　 基 礎 つ な ぎ 梁

　 基 　 礎 　 （ 捨 コ ン ク リ ー ト 部 分 を 除 く ）

設 計 か ぶ り 厚 さ （ ｍ ｍ ）最 小 か ぶ り 厚 さ （ ｍ ｍ ）

* *

6 0

4 0

2 0*

3 0*

7 0

3 0*

4 0*

構 　 　 造 　 　 部 　 　 分

圧 接 継 手

継 　 　 手

( 4 ) 鉄 筋 の か ぶ り 厚 さ

Ｌ １

5 0

幅 止 め 筋 Ｄ １ ０

基 礎 梁 主 筋

１ ５ ０ 以 上 １ ５ ０ 以 上

Ｌ 　 以 上

Ｌ 型 交 差 部

の 上 ・ 下 筋

を 読 み 替 え る

下 端 主 筋
基 礎 ば り

　 　 設 計 間 隔

か ぶ り 厚 さ

余 長

４ ０ ｄ

又
は

Ｄ １ ３ 以 上

横
筋

ピ
ッ

チ
Ｐ

Ｄ １ ３ 以 上

従 横 筋 ３ 段 ご と

幅 と め 筋 Ｄ Ｉ Ｏ

壁 横 筋

横
筋

ピ
ッ

チ
Ｐ

床 ス ラ ブ

壁 ば り 主 筋 ま た は
屋 根 ス ラ ブ 交 差 部 補 強 筋

片 側 ス ラ ブ

両 側 ス ラ ブ と も

両 側 ス ラ ブ

両 側 ス ラ ブ

片 側 ・ 両 側

ス ラ ブ と も

単 配 筋 の 場 合

横 筋 （ 通 し 筋 ）

複 配 筋 の 場 合

単 配 筋 の 場 合

単 配 筋 の 場 合

以
上

曲 げ 補 強 筋

Ｄ １ ３ 以 上

梁
幅

フ ー チ ン グ

床 ス ラ ブ 打 継 ぎ 面

捨 コ ン ク リ ー ト

敷 込 み 砂 利 （ 割 栗 ）

壁 縦 筋

補 強 筋

曲 げ

不 可

折 り 曲 げ

打 継 ぎ 面

ａ ≧ ３

１

曲
げ

補
強

筋

立
上

り
筋

屋 根 ス ラ ブ

壁 横 筋

単 配 筋 単 配 筋

複 配 筋

イ○

上 階 単 配 筋

下 階 複 配 筋

P
/
2

P
/
2

１ ８ ０ 以 上 １ ８ ０ 未 満

（ 両 側 ） （ 片 側 ）

Ｐ

イ

ロ

Ｌ
２

a

2
２ ２ ． ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 　 以 下2

ｄ

２
０
d以

上

Ｌ
Ｌ

2.

3.

4.

5.

6.
1

Ｌ

e 1

6D

e

Ｄ

e 1

6D

Ｌ

Ｄ

e

2

2
Ｌ

1
Ｌ

使用可能な鉄筋の最大径（標準）

配 力 筋 の 間 隔 は ３ ０ ｃ ｍ 程 度 と す る

Ｐ
Ｐ

Ｐ

2
1

>≦

［ 注 ］ 　 ＊ 　 耐 久 性 上 有 効 な 仕 上 げ が な い 場 合 は 、 屋 内 ・ 屋 外 に か か わ ら ず １ ０ ｍ ｍ 増 し と す る 。 　

　　　　　　又、軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。　　　　　　　　　　　　

ｂ ． 粗 骨 材 の 最 大 寸 法 の １ ． ２ ５ 倍 以 上 か つ ２ ５ 以 上

ａ ． 異 形 鉄 筋 で は 呼 び 名 に 用 い た 数 値 １ ． ５ ｄ 以 上

間 隔

あ きｄｏ ｄｏ

異 形 鉄 筋

ａ ． 壁 長 が １ ｍ 以 下 の 壁 横 筋 の 末 端

）（ ａ ～ ｆ に 示 す 鉄 筋 の 末 端 部 に は フ ッ ク を 付 け る 。

ｂ ．あ ば ら 筋 、 帯 筋 ｃ ．煙 突 の 鉄 筋

　 印 の 鉄 筋 の 重 ね 継 手 の

末 端 に は フ ッ ク が 必 要

( 5 ) 鉄 筋 の あ き

( 6 ) 鉄 筋 の フ ッ ク

Ｌ 　 以 上 Ｌ
　

以
上

（ 交 差 部 ま で 延 ば す ）

Ｔ 型 交 差 部

ヘ ゛ ー ス 筋

十 型 交 差 部

Ｐ
以

下 壁 ば り 主 筋

耐 力 壁 補 強 筋

下 階

壁 ば り 縦 筋
延 ば す と

施 工 が し

2
Ｌ

配 力 筋

耐 力 壁 の 長 さ

上 階 耐 力 壁 補 強 筋

絞 る

壁 式 鉄 筋

コ ン ク リ ー ト 造

構 造 種 別

a　 　 　 　 ＊ ＊ 　 片 持 ち ス ラ ブ 先 端 は 、 最 小 か ぶ り ３ ０ ｍ ｍ と す る 。 〔 ８ － （ １ ） の 参 照 〕

PP/2 P/2P

耐 力 壁 の 縦 ・ 横 筋 の 配 置

耐 力 壁 が 交 差 す る 場 合 （ 平 面 ）

P/2 P P

1
Ｌ

2
Ｌ

1
Ｌ

2Ｌ

1Ｌ

2Ｌ

P / 2 P P

2Ｌ

2
Ｌ

2Ｌ

P/
2

P

2Ｌ

P P

2
Ｌ

P
P

P P

P

P P

P

P

P P

P

2

縦 筋横 筋

縦 補 強 筋 １ － Ｄ １ ３ 以 上 縦 補 強 筋 ４ － Ｄ １ ３ 以 上

複 配 筋 の 場 合

Ｄ １ ３ 以 上

曲 げ 補 強 筋

第 １ 縦 筋

横 筋 　 Ｄ １ ０ 以 上

縦 筋 　 Ｄ １ ０ 以 上

複 配 筋 の 場 合

横
筋

と
同

径
同

間
隔

中 心 を 超 え て か ら

曲 げ る

定 着 長 さ 　 Ｌ

曲 げ 補 強 筋
第 １ 縦 筋

1 5 0 0 以 下 の 横 筋 は Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ 状 に 加 工 す る こ と 。注 ） 　 壁 長

端 部 曲 げ 補 強 筋 ２ 本 の 場 合第 １ 横 筋

第 １ 縦 筋 縦 筋

２ － Ｄ １ ３ 以 上

曲 げ 補 強 筋

以
上

複 配 筋 の 場 合
調 整 区 間 Ｐ 以 下

1
8
0

端 部 曲 げ 補 強 筋 １ 本 の 場 合

横 筋 Ｄ １ ０ 以 上

P/2 P P

縦 筋 Ｄ １ ０ 以 上第 １ 縦 筋 Ｄ １ ０ 以 上

1 5 0か つ1 5

通 し 筋

1
Ｌ

耐 力 壁

幅 止 メ 筋 　 Ｄ １ ０ 　 ３ 本 ご と

縦 筋 　 Ｄ １ ０ 以 上

横 筋 　 Ｄ １ ０ 以 上

縦 補 強 筋

Ｄ １ ３ 以 上

曲 げ 補 強 筋 Ｄ １ ３ 以 上

小 　 　 梁 基 　 礎 　 梁

壁 　 　 梁

が り ょ う耐 　 力 　 壁 基 　 　 礎

布 　 基 　 礎

ス 　 ラ 　 ブ 非 耐 力 壁 塀

Ｄ ２ ２ Ｄ ２ ２ Ｄ ２ ５ Ｄ １ ６ Ｄ １ ６ Ｄ １ ６

部 　 位

d

交 差 部 ベ ー ス 筋

ベ ー ス 筋 の 間 隔 は 原 則 と し て ２ ０ ｃ ｍ 以 下 と し

Ｐ ： ベ ー ス 筋 の 設 計 間 隔

布 基 礎 ２ 回 打 ち （ フ ー チ ン グ と

原 則 と し て 基 礎 ば り 下 端 主 筋 ・ ベ ー ス 筋 ・

配 力 筋 お よ び 交 差 部 ベ ー ス 筋 を 配 置 す る

Ｐ ： ベ ー ス 筋 の

θ

θ

ｍｍ

フ ー チ ン グ 主 筋

Ｌ2ｄ ． 柱 、 梁 （ 基 礎 梁 は 除 く ） の 出 す み 部 分 の 鉄 筋 （ 右 図 参 照 ）

ｅ ．

ｆ ．

単 純 梁 の 下 端 筋

そ の 他 、 本 配 筋 標 準 に 記 載 す る 箇 所 は り

壁 ば り 主 筋

（ 通 し 筋 と す る ）

や す い第 一 ヘ ゛ ー ス 筋

（ 直 交 布 基 礎 の 縁 に 配 置 す る ）
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壁梁、小梁

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

(2) 壁梁の範囲

( 3 ) 定着

( 1 ) 壁梁の標準配筋図

( 4 ) あばら筋の型

( 5 ) 壁梁と壁のおさまり

( 5 ) 床板段差

( 1 ) 手摺、パラペット

( 2 ) コンクリートブロック帳壁

中央

D 以
下

D
D

D 1 3

以
下

2 D

L

端部

D

D 1 6
L

L

2 D

H H
≦

2
D

D

D 1 0  @ 1 5 0

≦

D 1 3

2 D

中央

D

D 1 6

D 1 6

H H
≦
2
D

D
≦

L

L

端部 L

Ｌ＝鉄筋コンリート構造配筋

標準図　　の　　　による。(1) 2-(3)

5 0 0
5 0 0

階　段

その他

D 1 0  @ 1 5 0

L

2
0
0

以下1  2 0 0 x 6 0 0

2 5 0

L

ダブル

パラペット

手摺

下部防水立上りのある場合一般の場合

D1 3

D

2 D

2 - D 1 6D 1 0  @ 2 0 0

b

D 1 3

D
D

3 0 0 5 0

D 1 0  @ 2 0 0

折曲

6 0 0

( 6 ) 土間コンクリート

( 7 ) 釜場

( 8 ) 打継ぎ補強

1 / 2 L 1設計配筋間隔の　　ピッチ、長さ　　以上。2

無筋部分　　　　　、長さ　　以上。D10- @ 2 0 0 8 0 0

H

1 2 0以上

H

D 1 3D 1 3

（但し、　〉　　以上の場合

設計図による）

注）

注）

注）

　≦　　かつ　　　以下とする。但し直交方向　　以内に壁、又は柱がある場合は除く。3  5 0 02 5 2 5ho

鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

D 1 0  @ 6 0 0縦筋

D 1 3

    = 1 0 0溶 接

D 1 3

D 1 3

以
下

1
0
0

L

L

H 8 0 0

h
o
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D
1
0
@
4
0
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=
1
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溶
接 t

L

D 1 3

L

L

h
o

h

D
1
0
@
4
0
0

D 1 0 @ 4 0 0

a

( 1 ) 定着および継手

x/ 4

x
/
4

x
/
4

L

以
上

d

1 0d

d1 5

1 5 0かつ 以上

d1 5

ＣＡＣ

Ａ Ｂ Ａ

ＣＡＣ

( 2 ) 屋根スラブの補強
a

b 　 　の 個所 （ 入 隅 ）は 各 階 補 強 す る。

で

( 3 ) 片持ちスラブ出隅部補強

( 4 )

斜め補強筋

D 1 3

D 1 3

孔と孔のへりあき　　以上1 0 0

注）

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。

設備の小開口が連続してあく場合周 　 囲床 版 厚 さ D

D ≦ 1 5 0 2 - D 1 3

2 - D 1 3

各

各 2 - D 1 3

各

各

1 - D 1 3

斜　 め

＜1 5 0 D ≦ 2 0 0

周囲補強筋

床　板

y

1
0

以上肩筋D 1 3

a

D 1 3補強筋

片持ちスラブ

以上

スラブ

L

L

縦筋

D 1 3以上

（壁縦筋とは別に

配筋する）

継 手 位 置は 原 則 と して 下 表 に よ る。

b 一般床スラブ

と し、 上端 筋 の 下 に配 筋 す る 。  = 1, 500

※

※

L
2

L

L

補 強筋 は各 　 　 　 　又 は ス ラ ブ 主 筋の 同 一 径3 -  D 1 3

　　　　（　　　　）＜

　　　　（　　　　　　　）≦ ≦

≦

下筋

＜ ≦

鉄筋長は上筋の　　以上。

上筋径以上

　　　　かつ

　　　　かつ

下端筋

上筋

他 端に スラ ブ が な い場 合

上端筋

L

LL

L

D 1 3

L

/
2

L

4  -  D 1 3 9 0 0

5  -  D 13 9 0 0 1 2 0 0

1 2 0 0

/
2

L

1 5 0 01 2 0 0

5 -  D 1 3

5 -  D 1 3

1 / 2

6
d

片持床スラブ

8
d

6
d

4
d

b c 単配筋 b
L

c

上端筋

Ｂ

Ｂ長　 辺 　 方 　 向

短辺 ・ 長 辺 方 向

上 端 筋

下 端 筋

標 準 継 手位 置

ＣＡ

他 端に ス ラ ブ が あ る場 合

短　 辺 　 方 　 向

D 1 3

（イ）原則として　　のフック先曲げとする。

50 0

1 8 0

1 8 0

1 9 0 2 0 0

1 9 0

1 8 0 1 9 5 2 0 0

2 1 0

2 2 02 0 5

1 9 5

4 0

梁貫通孔補強

(1 )

折 　 筋

　 ＜ 　 ≦8 0 1 0 0

縦 　 筋

2 - ( 2 - D 1 3 ) 折　 筋 斜 　 筋

縦　 筋

2 - ( 2 - D 1 3 )

1 5 01 0 0 φ　 ＜ 　 ≦1 5 0

4 - ( 2 - D 1 3 )

2 - ( 2 - D 1 3 )

縦 　 筋

ＳＴ 2 - D 1 3　 縦 筋
上
下

φ

φ φ

横　 筋 横 　 筋

( 1 ) 既製品

( 2 )

　＜ 　 ≦φ

2 - ( 2 - D 1 3 )

3/鉄筋標準配筋　　

間仕切壁との交叉部

D1 3

D 1 3 D 1 6

D 1 9

D 1 3

D 1 3 D 1 6

D 1 6

D 1 9

A B

2 5 0

片持ち階段

D 1 3  @ 2 0 0

D 1 6

ｍｍ

2 - D13

2 - D13 L = 1 100 ｍｍ

D但し　　　とする≦φ

S T 2 - D 1 3 - 1 0 0 @ S T 2 - D 1 3 - 1 0 0 @ S T 2 - D 1 3 - 1 0 0 @

2 - D13

曲げ補強筋

床板厚

（上下各１本）

（上下各１本）

斜めの補強筋

（上端筋の下へ配筋する）

はり幅の最小寸法（構造体寸法）

（柱）かぶり厚さ　　　の場合

曲げ補強筋曲げ補強筋
お

さ

ま

り 筋

主

り

は

さ

お

ま

り

は

り

主

筋

（単位　　）

D 1 3受筋

D 1 0

ダブル

D 1 0

D 1 3D10 @ 250

D 1 3

t

1 200

D 1 3

以上

5 0

4 d

t
1

2
以上

t
3

4
以上

はり壁に定着

（平面）

コンクリートブロック塀

2 0 0 4 0 0　はコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、　≦　≦

a .　塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は　　ｍ以下。2 . 2

b .　塀の厚さは、塀の高さ　ｍ以下の場合は　ｃｍ以上、　ｍを超える場合は　ｃｍ以上。1 521 22

c .　地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討する。

d .　鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

LL

L

L

L

２段筋

18cm以上の場合は閉鎖型幅が

腹筋

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 LP PL

幅止め筋 a 軽作業の土間

２段筋

=1200

以上1-D13
水平補強筋

L

L

水平定着

一般階

基礎

Ｒ階

L

L

1 5 0 1 5 0

水平定着

壁長の大きい場合

L

L

水平補強筋

1-D13 以上

水平定着

水平定着

L

L

水平補強筋

1-D13 以上

壁長の小さい場合 無開口の場合

=1200 =1200

（内壁）
2-D13

以上

以上
（外壁）

1-D13

水平定着

水平定着

（内壁）
2-D13

以上

以上
（外壁）

1-D13

1 5 0

6 0 0

6 0 0

6 0 0

水平補強筋

以上1-D13

=1200

6 0 0

6 0 0

水平補強筋

以上1-D13

=1200

水平補強筋

以上1-D13

=1200

a

小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さb

LL

最上階

6 0 0

o

o / 3 o / 3o / 3

o0 . 3

外端 2/3 B 内端（連続端）

L
あばら筋かけ始め

（上端筋継手位置）

* *

*

あばら筋かけ始め

o0.2 5

B

0 . 1 o 0.1 5 o

o / 4

L

以上

2
5
0
以

上

定　着

壁梁幅
（下端筋継手位置）

＊１ヶ所で同時に多数の

鉄筋を切らないこと。

（注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は 以上とする。400mm

継手位置

壁梁

正

面

平　面 正　面

=4 5

に必ず入れること。
補強あばら筋は小梁主筋側

ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造

2 - D 1 6

LL

控壁のない塀例

控壁のある塀例

以下1.2m高さ

以下2.2m高さ

複配筋

単配筋複配筋
逆梁

壁梁の長さ

スラブ

調整区間Ｐ以下以下D10-@1000

以上補強筋D 1 3

あばら筋

壁ダブル配筋

壁シングル配筋 おさまりＢ

水平定着

曲げ補強筋曲げ補強筋

おさまりＡ

壁梁鉛直断面

2 5 0 2 5 0

L

L

床板開口部の補強　　　　　　　　（開口の径５００以上の場合）

D 1 0  @ 1 5 0

D
1
0
 
@
1
5
0

D10 @ 250

以
下

1
0
0

1 5 0以上

設置 可能範囲　　 　　　　 　梁端部（スパン　／ １０以内か つ２　以 内） は避ける

リング型 パイプ型 金網型

50 0

以下
縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。

D 1 0
かさ木ブロック 基本ブロック

空洞ブロック 390x190x120

4 0 0 4 0 0

立面配筋図

1 5 0 4 0 0

1
0
0
0

3
0
0

1
4
0
0

4
0
0

道路

断面配筋図

1
8
0

1
0
0

D 1 0

D 1 0

横筋用ブロック

390x190x120

空洞ブロック

4 0 0 4 0 0

立面配筋図

D 1 0

D 1 0

D 1 3

D 1 3

D 1 3

D 1 3

D 1 0

1 2 0

1 5 0

2 5 d

D 1 3

D 1 0

以
下

1
2
0
0

高
さ

G L

横筋用ブロック

（高さ 以上）12c m2 m 以下は

1
0
0

1 5 0 4 0 0

3
0
0

4
0
0

道路

一般部断面配筋図

1
4
0
0

1
8
0
0

D 1 0

1
0
0

1 5 0 4 0 0

3
0
0

4
0
0

控壁部断面配筋図

1
4
0
0

1
8
0
0

G L

2
5
d

D 1 0

ブロック

D 1 3

1 2 0

1 5 0

D 1 3

G L

控壁用型枠

壁の高さの

1

5
　以上の控壁

以
下

2
2
0
0

高
さ

2 5 0

3 0

L

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする

（ダメ穴打継面について）

D 1 0  @ 2 0 0 ダブル

t

横筋 D 1 0  @ 6 0 0

（使用する ときには 、設 計者又は 工事管理 者と 打合わせ のこと）

フレート型

部分について

計算で確認

された場合は

※

＞2 5 0

孔補強の有効

φ

範囲と定着長さ

のとり方

右記の位置、

寸法によらなくて良い。

以
上

2
5
0

φ

φ2 φ2

4 5

L

L

L

※
※

D

（スターラップ補強範囲）

2
5
0
以

上

φφ

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

φ φ（　＋　）　　以上x3/ 2

貫通孔が連続して間隔等が取れない

D 1 0

D 1 0

以上15cm壁厚 以下3.4 m控壁間隔

5
0

5
0

5
0

1L

2

2

2

2

22

1

2

1 1

2

2 2 2

L 3

L 2

1

1

2

2
2

2

2

3

2

11

1

1

1

1

1

1

1

1

22

22 2 2

2

22

2

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1 2

1 2

L 1

L 2

1 5 0 1 5 0

（ロ）フックの位置は　　にあっては交互、a

両側床版付（Ｔ型）梁で　　とすることができる。c

b　　にあってはスラブ側とする。

片側床版付（Ｌ型）梁で　　、b

ｍｍ

x / 4

x

D 1 3以上

L
2

L 2

D

φ

t

h

t

h

7.

8.

9.

10.

11.

12.

平成26年3月

川尻水門(0312100-1100-25)
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関東農政局　両総農業水利事業所
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外部仕上

塗布防水屋根

コンクリート打放し（t10 増打）軒裏

コンクリート打放し（t20 増打）外壁

根回り

t30 モルタル金ｺﾞﾃ押え 出入口床

アルミ建具　（ステンカラー）外部建具

内部仕上 機械室

天井

壁

幅木　

床

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し目地別れ  H＝200

仕 上 表

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

1
50

機械室 機械室

コンクリート打放し（t20 増打）

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

平成26年3月

機械室建屋構造図

(機械室建屋一般図)
S＝1/50

シンダーコンクリート金ゴテ押え

川尻水門(0312100-1100-25)
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水切
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沓踏枠
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姿　図

型　式

材　質

見　込

数　量
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機械室建屋構造図

(機械室建屋詳細図)
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平面図
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正面図 側面図
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機械室建屋構造図　(8/12)

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1:25
図面番号 5-54/59

A2 1:35



GL

GL

L
x/

4
Lx

/4

Lx/4

t

L y

モチアミ

B

W18

DCABA D

DAD

C B C

DA

A
B

D
C

61
0

b

t

3980

610

29
45

28
00

1 5 0

（品質基準強度は+3Nとする）

設計基準強度：FC21

コンクリート

D10 ~ D16 : SD295A

鉄　筋

D29        : SD390

D19 ~ D22 : SD345

1.巾止筋 D10-@1000 以内とする。注記

180

1 - D 1 3

1 - D 1 3

D 1 0   @ 2 0 0

ダブル

ダブル

D 1 0   @ 2 0 0

符　号

斜メ

横

縦

補強筋

開　口

横　筋

縦　筋

立断面

スラブ配筋要領図

配力筋方向下端筋

主筋方向下端筋

配力筋方向上端筋

主筋方向上端筋

トップ筋を通す配筋

L
x

Lx/4

D

B

A

tD13

ダブル配筋

キープラン配筋タイプ
端　部中　央タイプ

下端筋

上端筋

D 1 0     @ 2 0 0

D 1 0 D 1 3  @ 2 0 0 D 1 0     @ 2 5 0

D 1 0     @ 2 5 0
C S 1

下端筋

上端筋

備　考
元　端

配力筋主　筋位　置
先　端

版  厚
符 　 号

D 1 0 D 1 3  @ 2 5 0

D10D13 @250

D 1 0 D 1 3  @ 2 0 0

D 1 0 D 1 3  @ 2 0 0
2 0 0F S 1

D

使用材料

 2 - D13

端　部

- D 1 3 - @ 2 5 0

F B 1

3 5 0  x  8 0 0

 3 - D 2 2

 3 - D 2 2

 3 - D 2 2

 3 - D 2 2

中　央

- D 1 0 - @ 2 5 0

2 0 0  x  5 5 0

B 1

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

D 1 0     @ 2 5 0

D 1 0     @ 2 5 0

D 1 0 D 1 3  @ 2 0 0

D 1 0     @ 2 0 0

B

モチアミ
1 5 0

下端筋

上端筋
S 1

(配力筋）   長　辺(主筋)短　辺
配筋

タイプ
位置

版厚
符号

隅　部
中央

中　央

端部
隅　部

中　央

中央端部 B
DC

A

全断面

 2 - D 1 6

 2 - D 1 6

符　号

スターラップ

腹　筋

Db x

下端筋

上端筋

断　面

位　置

2880

1
00

断面図
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3980

断面図
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180
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B

B
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S
1

C
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F S 1

C S 1

S 1

C S 1

B
1

B 1

B 1

B
1

R 階床梁伏図 1/100

1 階床梁伏図
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80

F
B
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F B 1

F
B
1

F B 1

W18

W
1
8

W 1 8

28
80

D10 @250

D10D13 @200

D10 @200

GL

26
00

各

4-D16

配筋詳細図

W

壁上部要領

横筋定着要領図

D1
0
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20

0

D
10
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20
0

D1
0
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20

0

D10D13 @200

D13 @200

D10 @200

CS1

L2

D10D13 @250

FS1

D10D13 @250

S1

D10 @250

D10 @250

W

1000

W

2-D16

D13 @200

各

各

28
00

2
0
0

7
5
0

50
1
0
0

3980610

10
00

L2

L2

1/100

1/100 1/100

1/20

1/20

1/20

小梁リスト 1/40

スラブリスト 1/40

片持スラブリスト 1/40

壁リスト 1/40

注記 1.使用材料　鉄筋 D10～D13：SD295A

1.使用材料　鉄筋 D10～D13：SD295A注記

注記 1.巾止筋 D10-@1000以内とする

※　現地地盤の地耐力は30KN/m2以上確保する事。

※　定着長は躯体内、各L1とする。

※　コーナー部横筋直行躯体内に外側 L＝1000定着

内側 L2

2.使用材料　鉄筋 D10～D13：SD295A

D10 @200

D10D13 @200

8
0
0

機械室建屋構造図

平成26年3月
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壁断面配筋図
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L1※定着長は躯体内、各　 とする。
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東側配筋図

西側配筋図
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CVV2sq-15c #38(36)

CV5.5sq-4c (28) #30

No.6ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～下段扉開閉機
CVV2sq-15c #38(36)

(28)

機側操作盤～No.9ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

(28)

No.9ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～上流側水位計

CV8sq-4c,CV3.5sq-4c No.1ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ～

FEP40CV14sq-2c

CVV2sq-10c×3 FEP65

光ケーブル FEP40

     C FEP65

FEP30

CV3.5sq-4c #30

CVV2sq-10c×2

ピット（N0.12ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ）～

CV8sq-4c,CV5.5sq-4c ピット～分電盤
CV5.5sq-3c

CV14sq-2c,CV3.5sq-3c

CV3.5sq-3c,光ケーブル

CVV2sq-10c,

ピット～情報伝送盤

#63

シンクロ専用ケーブル

CV3.5sq-4c (28) #30

No.6ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～洪水吐ｹﾞｰﾄ開閉機

No.6ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～No.7ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ
No.7ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～No.8ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

No.9ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～上段扉用ｼﾝｸﾛ

シンクロ専用ケーブル

シンクロ専用ケーブル

水位計専用ケーブル

水位計専用ケーブル

機側操作盤～No.10ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

No.10ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～下流側水位計

水位計専用ケーブル

水位計専用ケーブル

油圧ユニット

FEP40 N0.11ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ（ﾋﾟｯﾄ）

ＮＴＴ回線（ＮＴＴ施工）

19

番号

17

18

16

ケーブル 電線管 可とう管 備　　　　　考

25

26

49

50

51

52

53

60

59

58

63

61

62

66

65

64

67

20

21

14

15

13 CV8sq-4c,CV3.5sq-4c

     C

CV14sq-2c

CVV2sq-10c×3

光ケーブル

(42)

(36)

(54)

(36)

(54)

(28)

FEP40CV8sq-4c,CV3.5sq-4c

     C

CV14sq-2c FEP40

CVV2sq-10c×3 FEP65

光ケーブル FEP40

FEP65

FEP30

22

23

24

No.1ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～No.2ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

No.2ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～No.3ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

CV8sq-4c,CV3.5sq-4c

     C

CV14sq-2c

CVV2sq-10c×3

光ケーブル

(42)

(36)

(54)

(36)

(54)

27

28

29

No.3ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～No.4ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

No.4ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～水銀灯1取出口

水銀灯1取出口～水銀灯2取出口

48

No.5ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～機側操作盤

47

機側操作盤～No.5ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

31 CV8sq-4c,CV3.5sq-4c (42) No.4ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～No.5ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

30 (28)

No.5ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ～No.6ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

54

55

56

57

（とう管横断箇所使用）

12

10

11

9

8

7 FEP40CV8sq-4c,CV3.5sq-4c

     C

No.1ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ～No.1ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

CV14sq-2c FEP40

CVV2sq-10c×3 FEP65

光ケーブル FEP40

FEP65

FEP30 (28)36

37 (28)

38

39

42

40

41

CV8sq-4c,CV3.5sq-4c

     C

CV14sq-2c

CVV2sq-10c×3

光ケーブル

(42)

(36)

(54)

(36)

(54)

CV3.5sq-4c,CV5.5sq-4c

CVV2sq-15c×2,専用ケーブル

(42)

(54)

32

     C

CV14sq-2c

CVV2sq-10c×3

光ケーブル

(36)

(54)

(36)

(54)

33

34

35

番号

引込柱～引込開閉器盤

5

VVR5.5sq-3c

2

ケーブル

1

電線管 可とう管 備　　　　　考

3

6 VE16

FEP30

#38(36)

VVR5.5sq-3c #38(36)

ＮＴＴ回線（ＮＴＴ施工） 引込柱～No.11ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

4 CV5.5sq-4c FEP40／(36) #38 引込開閉器盤～No.11ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

CV5.5sq-3c FEP40／(36) #38

IV5.5sq 引込開閉器盤～接地棒

45

46

CV3.5sq-4c,CV5.5sq-4c

CVV2sq-15c×2,専用ケーブル

(42)

(54)

（横断箇所）

とう管

63

FEP40
600×600×400（SUS）

200×200×150（SUS）No.12

No.11

No
.
1
1
プ

ル
ボ

ッ
ク

ス

600×600×400（SUS）No.5  

（54）

（42）

ピットから直接立ち上げ

No
.
1
2
プ

ル
ボ

ッ
ク

ス

ダクト

CVV2sq-10c×3

FEP30

FEP30

ケーブルベア

専用ケーブル
53

フレキ

専用ケーブル

N
o
.8
プ

ル

ボ
ッ
ク

ス

52

（28）

専用ケーブル

 50Hz

 50Hz

N
o
.7
プ

ル

ボ
ッ
ク

ス

下流側水位計WL

上流側水位計WL

N
o
.
1
0
プ
ル

ボ
ッ

ク
ス

（54）

（42）

専用ケーブル
46

CVV2sq-15c×2

CV5.5sq-4c
45

CV3.5sq-4c

No
.
5
プ

ル
ボ
ッ

ク
ス

30

29

（28）

（54）

（54）

CV14sq-2c

CV8sq-4c

（36）

（36）

（42）

28
光ケーブル

27

26

CV3.5sq-4c
25

600×600×900No.1

ハンドホール：中加重鉄蓋付

200×200×150（SUS）No.7～10

400×400×300（SUS）No.6

500×500×300（SUS）

ブルボックス：防水タイプ

FEP30

64

CV14sq-2c

上
流

扉
用

ヒータ

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ

開度計発信器

H

MB

LS

TX

M2

N
o
.9
プ

ル

62

51

36

4235231711

8

CV3.5sq-3c

CV5.5sq-3c

CV14sq-2c

CV5.5sq-4c

CV8sq-4c
FEP65

FEP30

CVV2sq-10c×3CVV2sq-10c×3CVV2sq-10c×3CVV2sq-10c×3

FEP40

61
光ケーブル

FEP65

60
CVV2sq-10c×3

CV8sq-4c

（28）

（54）（54）FEP65（54）FEP65

FEP40

59

58
CV3.5sq-4c

ピ
ッ
ト

#63

#30

（28）

（54）（54）

CV14sq-2cCV14sq-2cCV14sq-2cCV14sq-2c

CV8sq-4cCV8sq-4cCV8sq-4cCV8sq-4c

（36）,#38,FEP40（36）,#38

VE16

6
IV5.5sq

AC200-100V 

1φ3W

AC200V 

3φ3W

（36）,#38

（28）,#30

（36）,#38

（28）,#30

（36）

（36）

（42）

（36）

（36）

（42）

FEP30

FEP40

FEP65

FEP40

FEP40

（28）

（36）

（54）

（36）

（42）

FEP30

FEP40

FEP65

FEP40

FEP40

（36）,#38,FEP40（36）,#38

66

4

5

1

2

3
NTT回線

NTT回線

CVV2sq-10c
67

光ケーブル

CV3.5sq-3c

専用ケーブル
57

55
専用ケーブル

専用ケーブル
56

54
専用ケーブル

50
CVV2sq-15c

48
CVV2sq-15c

49
CV5.5sq-4c

47
CV3.5sq-4c

専用ケーブル
44

CVV2sq-15c×2

CV5.5sq-4c
43

CV3.5sq-4c

241812

41
光ケーブル

34
光ケーブル

22
光ケーブル

16
光ケーブル

10
光ケーブル

40

39

CV3.5sq-4c
38

33

32

CV3.5sq-4c
31

21

20

CV3.5sq-4c
19

15

14

CV3.5sq-4c
13

9
CVV2sq-10c×3

65
CVV2sq-10c×2

CV3.5sq-4c

CV3.5sq-4c

CV14sq-2c

CV8sq-4c

VVR5.5sq-3c

VVR5.5sq-3c

CV5.5sq-3c

CV5.5sq-4c

情
報
伝

送
盤

分
電

盤

検出

フィルタ目詰まり
リターン

フィルタ目詰まり
サクション

全開確認

ボ
ッ
ク

ス

流量調節ゲート

開度計発信器

TX

上段扉

流量調節ゲート

ヒータ

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ

下段扉

2.2kW

開閉機用電動機

ヒータ

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ

開度計発信器

H

MB

LS

TX

洪水吐ゲート

1.4kW

開閉機用電動機
M1

N
o
.6
プ

ル
ボ

ッ
ク

ス

川
尻
水

門
機

側
操

作
盤

No
.
4
プ

ル
ボ
ッ

ク
ス

No
.
3
プ

ル
ボ
ッ

ク
ス

No
.
2
プ

ル
ボ
ッ

ク
ス

No
.
1
プ

ル
ボ
ッ

ク
ス

No
.
1
ハ

ン
ド
ホ

ー
ル

引
込

開
閉

器
盤

引
込
柱

油
圧

ユ
ニ

ッ
ト

全閉確認

油温上昇

油圧確立

油面異常低下 油面低下

油圧異常上昇

電磁弁

ゲート開オンロード ゲート 閉

スイッチ

No.1～4

(22)

心数 ＃  2種可とう電線管

（　）厚鋼電線管

電線管種類、サイズ

ケーブルサイズ

ケーブル種類

CV 3.5sq -3c

0.75kW

ポンプ電動機
M3

7

露出配管

埋設配管

記    号

ピット内配管

名        称

二種可とう電線管

CV3.5sq-3c CV3.5sq-3c CV3.5sq-3c CV3.5sq-3c

（28）
37

水銀灯１：200W

水銀灯２：200W

CV3.5sq-3c

44

43

ケーブル番号 可とう管電線管 備　　　　　考

CV3.5sq-3c

CV3.5sq-3c

CV3.5sq-3c

CV3.5sq-3c

CV3.5sq-3c

CV3.5sq-3c

CV3.5sq-3c

68 (19)IV1.6sq×2,IV2.0sq×2 #17 分電盤～蛍光灯,ｽｲｯﾁ,ｺﾝｾﾝﾄ

69 (19) 分電盤～蛍光灯１

70 (19) 分電盤～蛍光灯２

71 (19) 分電盤～ｽｲｯﾁ

72 (19) 分電盤～ｺﾝｾﾝﾄ

IV1.6sq×2

IV1.6sq×2

IV1.6sq×2,IV2.0sq×2

IV2.0sq×2

CV3.5sq-3c

CV3.5sq-3c

スイッチ コンセント

蛍光灯 40W-2灯式

蛍光灯 40W-2灯式

IV2.0sq×2

（19）,#17

68 IV1.6sq×2
IV1.6sq×2

（19）

69

70
IV1.6sq×2

（19）

IV1.6sq×271
IV2.0sq×2

（19） （19）

IV1.6sq×2
72

(機械室建屋配線配管系統図)

図示記号表

配線・配管表

機 械 室

平成26年3月

機械室建屋構造図

川尻水門(0312100-1100-25)

機械室建屋構造図　(11/12)

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

図面番号 5-57/59



1518026800
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224481

61500

図示記号表

2700

38
00

B-B 

27
0
0

2700

平 面 図

A

26
0
0

2
0
0

3800

A

Ａ－Ａ

6
0
0

1
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0

3
0
0

7
0
0

700

125

150 150

3
0
0

発生土

9090909090

FEP

50

FEP

30

FEP

50

FEP

30

FEP

40

125

FEP

30

6孔(φ90)とう管

電気配管

ハンドホール A-A 断面図 C-C 断面図

油圧配管

油圧配管

天井付

コンセント 2P15A×1

スイッチ  1P15A×1

蛍光灯 40W-2灯用

分電盤

特別事項

備　考名　　称記　号

%%u凡　　例

天井付

%%u灯具姿図

100V ＦＳＳ４－４０２

クラッシャー

72

71

7069

68

分電盤

71

7069

68

蛍光灯

蛍光灯

分電盤

コンセント

スイッチ

コンセント

スイッチ

露出配管

埋設配管

二種可とう電線管

ピット内配管

名        称記    号

情報伝送盤

引込柱
引込開閉器盤

(S=1:50)

PB11

引込柱 分電盤

6

引込開閉器盤

GLGLGL

埋設標示シート

+2.350

（28）

（42）

（36）

（54）

（36）

（54）

67

情報伝送盤

65～64

PB11

～ 12

2～1

AC200V 50Hz

AC200-100V 50Hz

1φ3w

3φ3w

油圧ユニット

D
E

5

63～

PB1

引込柱

10-19-350

7

情報伝送盤

分電盤

ユニット

油圧

(S=1:50)

67

63～58

66

5～4

PB11

HH1

引込開閉器盤

E
6

D

3

1813 ～

PB2

PB3

機側操作盤へ

2419 ～

1813 ～

7 ～
～

PB3

19

機側操作盤へ

24

PB2

12

PB1

HH1

58

～

AA

HH1

PB11

PB1

B
B

油圧ユニット

PB12

分電盤

情報伝送盤

分電盤

PB11

HH1

PB1

引込開閉器盤

引込柱

油圧ユニット

PB2

C
C

PB3（下）

PB4（上）

PB７

開閉装置

流量調節ｹﾞｰﾄ

(S=1:100)

開閉装置

洪水吐ｹﾞｰﾄ

PB4

PB3

+2.350

豊　国

PB７

PB8

上段扉開度計

発信器へ

開閉装置

流量調節ｹﾞｰﾄ

水
流

方
向

+2.140

豊　国

(S=1:100)

開閉装置

洪水吐ｹﾞｰﾄ

洪水吐ゲート 流量調節ゲート

PB7

PB6

PB5

PB6

PB6

PB6

PB5

機側操作盤

上流側水位計

上流側水位計

下流側水位計

機側操作盤

PB2

平成26年3月

機械室建屋構造図
(機械室建屋配線配管布設図)

機械室平面図

機械室正面図

正面図

平面図

川尻水門(0312100-1100-25)

機械室建屋構造図　(12/12)
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縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1:100
図面番号 5-58/59

A1 1:141
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川尻水門(0312100-1100-25)

機械室廻り整備工図

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 図示 図面番号 5-59/59



川尻水門(0312100-1100-25)
緯度　 35°54′26″
経度　140°27′ 8″

川尻水門(0312100-1100-25)施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1:25,000
A2 1:35,395

図面番号 6-1/1

用地図郭割図

用地図郭割図

凡　　　例

0 500 1,000

1:25,000
1,500 2,000

30/45

用地管理図
の図郭割　

用地管理図
の図面番号

頭 首 工

調 圧 水 槽

呑 口 調 整 池

管 理 所

吐 水 槽

揚 水 機 場

用 水 路 （ 開 水 路 ）

用水路（隧道・パイプライン）

調

池

管

P

吐

平成26年3月



凡　　例

区分地上権設定

土地取得

雑種地

両総土地改良区

用悪水路 香取市

香取市公衆用道路

田 国土交通省

香取市公衆用道路

用悪水路 香取市

田

宮本不二男

用
悪
水
路

香
取
市

香
取
市

公
衆
用
道
路

香
取
市

公
衆
用
道
路

田

椿　宗七

用悪水路 香取市

香取市公衆用道路 香取市公衆用道路

用悪水路 香取市

田

根本長治

田

萩原文男

用
悪
水
路

香
取
市

215-1

雑種地 国土交通省

国土交通省

国土交通省

国土交通省

国土交通省

国土交通省
用悪水路

41-2

K1395-1

Q83-1
Q307-1

K1336-1 K1333-1
K1334-1

Q59-1
Q66-1 Q307 Q71-1 Q80

Q83

K1395

K1333K1334

NO.62 NO.63

NO.64 NO.65 NO.67 NO.68 NO.69

AHB111

KK236
AHB123-1

K.15

KK150 KK153

T.53

222-3

207-1

206

207-2
222-2 223-1

225

224

223-2222-1

221

220

215-2

214

212

210

208-2208-1 0496

K.18

K1335

K1332
K.17K.16

0498

K1394

0490

04890492

0504

0494

0495

0534

0501

0497
04990779 0500

T.56T.55

T.54

T.53

T.69

T.68T.67T.66

公衆用道路

w35

w24

w23

w22 w21

w20
w19

TA163

TA162

Q306

Q87
Q86

Q82

Q77
Q76

Q75

Q74

Q73

Q72

Q70

Q68

Q67

PIN196

MM219

KK237

KK235

KK234

KK229KK228

KK222

KK220
KK210

KK194
KK192

KK190

KK160
CK233

CK223

田

287-5

287-5

田（宅地）

254-2

用悪水路

用悪水路

佐原市

公衆用道路

公衆用道路

黒田留吉

田
黒田留吉

宅地
両総土地改良区

両総土地改良区

用悪水路

用悪水路

小林かつ子

田 黒田三郎

宅地
両総土地改良区

黒田均

宅地

黒田均

田（宅地）

黒田均

田（畑）

用悪水路

用悪水路

佐原市

公衆用道路

用悪水路

両総土地改良区

両総土地改良区

両総土地改良区

用悪水路

172-3

287-3

287-2

306-3

289-2

289-3

287-5

287-1

287-5

289-4

286-1
286-2

258-4

258-3254-1

254-2

253-2

253-3

178-2

（相）黒田信幸

（亡）黒田四郎

287-2

凡　　　例

コ ン ク リ ー ト 杭

金　属　プ　レ　ー　ト

プ ラ ス チ ッ ク 杭

　　測　　量　　鋲　　

ペイント・マーキング等

　　　木　　　　杭　　　

　　計　　算　　点　　

　　中　　心　　点　　

　　基　　準　　点　　

　　大　　字　　界　　

　　　字　　　　界　　　

　境　界　未　確　認　

( ) 　　現　況　地　目　　

田

戸村隆

香 取 市 昭 和 町

境界点

点　名 X Y

（座標は世界測地系）

YX点　名

495 -10129.708 55781.533

498 -10131.741 55791.043

CK233 -10087.657 55663.553

K1333 -10125.535 55789.221

K1334 -10125.825 55893.530

K1335 -10132.029 55895.356

K1336-1 -10125.992 55953.303

K1394 -10129.401 55669.637

K1395 -10125.197 55668.400

K15 -10124.243 55955.687

KK150 -10088.981 55960.739

KK153 -10089.110 55958.456

KK160 -10088.467 55879.687

KK190 -10088.636 55862.300

KK210 -10088.170 55794.006

KK220 -10088.872 55761.106

KK228 -10089.009 55716.298

KK229 -10088.424 55702.874

KK234 -10087.645 55662.400

MM219 -10088.986 55759.491

PIN196 -10088.208 55856.573

Q307-1 -10094.200 55809.441

Q59-1 -10094.834 55961.726

Q66-1 -10094.147 55880.439

Q71-1 -10094.465 55761.063

Q80 -10094.530 55716.610

Q83 -10093.209 55664.171

w21 -10088.998 55736.153

w22 -10088.997 55738.828

w23 -10088.278 55857.510

w24 -10088.594 55861.739

K1333-1 -10125.366 55728.809

K1334-1 -10125.687 55843.530

K1332

Q307 -10093.933 55857.818

K16

K17

K18

-10124.034 55869.626

-10123.567 55861.535

-10122.884 55787.715

-10125.535 55789.520

※香取市昭和町字は214番の境界座標については不明。(測量図もなし。)

224

（相）黒田信行
（亡）黒田四郎

田

307

228

227

226

225

218

219

213

K.14

0452

0453

0450

0505

0502

Q308 NO.66

KK211

KK152

KK151

字　ろ

大竹偉夫
田

両総土地改良区
用悪水路

250-4

253

3578㎡

10579㎡

川尻水門(0312100-1100-25)

用地管理図

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1:500
A2 1:707

図面番号 7-1/1

平成26年3月

字　　は
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T.68
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１０００×１０００

３号用水樋管

BM.16

H=YP+2.261m

2.34

2.03

川尻96
川尻115

T.54

倉庫

川尻116
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00

NO
.
64

鉄管φ450

VPφ100

X-10500

VPφ2002.20

PC BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ
B2500×H2000

ガードレール
Ｇｒ－Ｃ－４Ｅ

４，０００

操作室

ＡＢ

ＴＭ盤

油圧ユニット
耐雷トランス

分電盤

１０００×１０００

３１号排水樋管

1.64

1.35

No.62+32.00

仕切弁

φ1000

0.13 0.12

2.17

0.46 1200×900

第1用水機場

凡　　例

区分地上権設定

土地取得

香取市公衆用道路

用悪水路 香取市

田

宮本不二男

用
悪
水
路

香
取
市

国土交通省

国土交通省

国土交通省
用悪水路

41-2

K1336-1

Q59-1
Q66-1

K1334

NO.62 NO.63

AHB111

K.15

KK150

KK152

KK153

T.53

207-1

212

210

208-1
K1335

0534

0501

0779 0500

T.53

T.66

TA162

KK160

KK152

用悪水路

用悪水路

佐原市

公衆用道路

黒田留吉

田

254-2

253-2

253-3

178-2

雑種地

両総土地改良区

用悪水路 香取市

香取市公衆用道路

田 国土交通省

香
取
市

公
衆
用
道
路

香
取
市

公
衆
用
道
路

215-1

Q307-1

K1334-1

Q307

K1333

NO.64 NO.65

206

207-2

215-2

214

208-2 0496

K.18K1332
K.17K.16

0498

0504

0494

0495

0497
0499

T.54

T.68T.67

w35

w24

w23

TA163

Q306

Q68

Q67

PIN196

KK211

KK210

KK194
KK192

KK190

254-2

字　ろ

公衆用道路

黒田留吉

宅地
両総土地改良区

両総土地改良区

用悪水路

小林かつ子

田 黒田三郎

宅地
両総土地改良区

286-1
286-2

258-4

258-3254-1

田

椿　宗七

用悪水路 香取市

香取市公衆用道路

用
悪
水
路

香
取
市

国土交通省

国土交通省

K1333-1

Q71-1 Q80

NO.67

222-3

222-2

222-1

221

220 0490

0492

T.56T.55

w22 w21

Q82

Q77
Q76

Q75

Q70

MM219

KK229KK228

KK220

287-5用悪水路 黒田均

田（宅地）

用悪水路

用悪水路

佐原市

公衆用道路

172-3

287-3

287-2

287-5

289-4

AHB123-1

Q74

Q73

Q72

KK222CK223

田

287-5

田（宅地）

黒田均

宅地

黒田均

田（畑）

287-5

287-1

公衆用道路

用悪水路

田

根本長治

田

萩原文男

雑種地 国土交通省

Q83

K1395

NO.68

KK236

223-1

225

224

223-2
K1394

0489

T.69

公衆用道路

w20
w19

Q87
Q86

KK237

KK235

KK234

CK233

用悪水路

両総土地改良区

両総土地改良区

両総土地改良区

用悪水路
306-3

289-2

289-3

香取市

香取市

K1395-1

Q83-1

NO.69

287-2

凡　　　例

コ ン ク リ ー ト 杭

金　属　プ　レ　ー　ト

プ ラ ス チ ッ ク 杭

　　測　　量　　鋲　　

ペイント・マーキング等

　　　木　　　　杭　　　

　　計　　算　　点　　

　　中　　心　　点　　

　　基　　準　　点　　

　　大　　字　　界　　

　　　字　　　　界　　　

　境　界　未　確　認　

( ) 　　現　況　地　目　　

※香取市昭和町字は214番の境界座標については不明。(測量図もなし。)

田

戸村隆

香 取 市 昭 和 町

境界点

点　名 X Y

（座標は世界測地系）

YX点　名

495 -10129.708 55781.533

498 -10131.741 55791.043

CK233 -10087.657 55663.553

K1333 -10125.535 55789.221

K1334 -10125.825 55893.530

K1335 -10132.029 55895.356

K1336-1 -10125.992 55953.303

K1394 -10129.401 55669.637

K1395 -10125.197 55668.400

K15 -10124.243 55955.687

KK150 -10088.981 55960.739

KK153 -10089.110 55958.456

KK160 -10088.467 55879.687

KK190 -10088.636 55862.300

KK210 -10088.170 55794.006

KK220 -10088.872 55761.106

KK228 -10089.009 55716.298

KK229 -10088.424 55702.874

KK234 -10087.645 55662.400

MM219 -10088.986 55759.491

PIN196 -10088.208 55856.573

Q307-1 -10094.200 55809.441

Q59-1 -10094.834 55961.726

Q66-1 -10094.147 55880.439

Q71-1 -10094.465 55761.063

Q80 -10094.530 55716.610

Q83 -10093.209 55664.171

w21 -10088.998 55736.153

w22 -10088.997 55738.828

w23 -10088.278 55857.510

w24 -10088.594 55861.739

K1333-1 -10125.366 55728.809

K1334-1 -10125.687 55843.530

K1332

Q307 -10093.933 55857.818

K16

K17

K18

-10124.034 55869.626

-10123.567 55861.535

-10122.884 55787.715

-10125.535 55789.520

K.14

Q308

KK152

KK151

大竹偉夫

田

両総土地改良区

用悪水路

250-4

253

213

0505

0502

KK211

字　ろ

218

219

0452

0453

0450

NO.66

224

（相）黒田信行

（亡）黒田四郎

田

307

228

227

226

225

3578㎡

10579㎡

川尻水門(0312100-1100-25)

用地管理図　（現況入り）

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1:500
A2 1:707

図面番号 8-1/1

平成26年3月

字　　は



凡　　例

区分地上権設定

土地取得

雑種地

両総土地改良区

用悪水路 香取市

香取市公衆用道路

田 国土交通省

香取市公衆用道路

用悪水路 香取市

田

宮本不二男

用
悪
水
路

香
取
市

香
取
市

公
衆
用
道
路

香
取
市

公
衆
用
道
路

田

椿　宗七

用悪水路 香取市

香取市公衆用道路 香取市公衆用道路

用悪水路 香取市

田

根本長治

田

萩原文男

用
悪
水
路

香
取
市

215-1

雑種地 国土交通省

国土交通省

国土交通省

国土交通省

国土交通省

国土交通省
用悪水路

41-2

K1395-1

Q83-1
Q307-1

K1336-1 K1333-1
K1334-1

Q59-1
Q66-1 Q307 Q71-1 Q80

Q83

K1395

K1333K1334

NO.62 NO.63

NO.64 NO.65 NO.67 NO.68 NO.69

AHB111

KK236
AHB123-1

K.15

KK150

KK152

KK153

T.53

222-3

207-1

206

207-2
222-2 223-1

225

224

223-2222-1

221

220

215-2

214

212

210

208-2208-1 0496

K.18

K1335

K1332
K.17K.16

0498

K1394

0490

04890492

0504

0494

0495

0534

0501

0497
04990779 0500

T.56T.55

T.54

T.53

T.69

T.68T.67T.66

公衆用道路

w35

w24

w23

w22 w21

w20
w19

TA163

TA162

Q306

Q87
Q86

Q82

Q77
Q76

Q75

Q74

Q73

Q72

Q70

Q68

Q67

PIN196

MM219

KK237

KK235

KK234

KK229KK228

KK222

KK220

KK211

KK210

KK194
KK192

KK190

KK160

KK152

CK233

CK223

田

287-5

287-5

田（宅地）

254-2

字　ろ

用悪水路

用悪水路

佐原市

公衆用道路

公衆用道路

黒田留吉

田
黒田留吉

宅地
両総土地改良区

両総土地改良区

用悪水路

用悪水路

小林かつ子

田 黒田三郎

宅地
両総土地改良区

黒田均

宅地

黒田均

田（宅地）

黒田均

田（畑）

用悪水路

用悪水路

佐原市

公衆用道路

用悪水路

両総土地改良区

両総土地改良区

両総土地改良区

用悪水路

172-3

287-3

287-2

306-3

289-2

289-3

287-5

287-1

287-5

289-4

286-1
286-2

258-4

258-3254-1

254-2

253-2

253-3

178-2

287-2

凡　　　例

コ ン ク リ ー ト 杭

金　属　プ　レ　ー　ト

プ ラ ス チ ッ ク 杭

　　測　　量　　鋲　　

ペイント・マーキング等

　　　木　　　　杭　　　

　　計　　算　　点　　

　　中　　心　　点　　

　　基　　準　　点　　

　　大　　字　　界　　

　　　字　　　　界　　　

　境　界　未　確　認　

( ) 　　現　況　地　目　　

※香取市昭和町字は214番の境界座標については不明。(測量図もなし。)

田

戸村隆

香 取 市 昭 和 町

境界点

点　名 X Y

（座標は世界測地系）

YX点　名

495 -10129.708 55781.533

498 -10131.741 55791.043

CK233 -10087.657 55663.553

K1333 -10125.535 55789.221

K1334 -10125.825 55893.530

K1335 -10132.029 55895.356

K1336-1 -10125.992 55953.303

K1394 -10129.401 55669.637

K1395 -10125.197 55668.400

K15 -10124.243 55955.687

KK150 -10088.981 55960.739

KK153 -10089.110 55958.456

KK160 -10088.467 55879.687

KK190 -10088.636 55862.300

KK210 -10088.170 55794.006

KK220 -10088.872 55761.106

KK228 -10089.009 55716.298

KK229 -10088.424 55702.874

KK234 -10087.645 55662.400

MM219 -10088.986 55759.491

PIN196 -10088.208 55856.573

Q307-1 -10094.200 55809.441

Q59-1 -10094.834 55961.726

Q66-1 -10094.147 55880.439

Q71-1 -10094.465 55761.063

Q80 -10094.530 55716.610

Q83 -10093.209 55664.171

w21 -10088.998 55736.153

w22 -10088.997 55738.828

w23 -10088.278 55857.510

w24 -10088.594 55861.739

K1333-1 -10125.366 55728.809

K1334-1 -10125.687 55843.530

K1332

Q307 -10093.933 55857.818

K16

K17

K18

-10124.034 55869.626

-10123.567 55861.535

-10122.884 55787.715

-10125.535 55789.520

224

（相）黒田信行

（亡）黒田四郎

田

307

228

227

226

225

218

219

213

K.14

0452

0453

0450

0505

0502

Q308
NO.66

KK211

KK152

KK151

字　ろ

大竹偉夫

田

両総土地改良区

用悪水路

250-4

253

3578㎡

10579㎡

川尻水門(0312100-1100-25)

用地境界標設置図

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1:500
A2 1:707

図面番号 9-1/1

平成26年3月

字　　は



凡　　例

土地取得

区分地上権設定

凡 　 　 例

市 町 村 界

大 字 界

字 　 界

田

戸村隆

田
椿　宗七

田

根本長治

田
萩原文男

用
悪
水
路

香
取
市

香取市公衆用道路

用悪水路 香取市

雑種地 国土交通省

香取市公衆用道路

用悪水路 香取市

香
取
市

公
衆
用
道
路

公
衆
用
道
路

香
取
市

用悪水路 香取市

香取市
公衆用道路

用
悪
水
路

香
取
市 田

宮本不二男

222-2

220

219

218

215-1

215-2

213

212

214

307

222-3

285

284

283

289-5

289-1

290

306

208-2

207-2

306-3

289-2

289-3

287-5

287-1 289-4

286-1

287-2

287-3

172-3

286-2

207-1

208-1

210

209 203221

228

227

226

225

224

223-2

223-1

222-1

204-1

204-2

205-2

206
178-2

253-3

41-2

253-2

254-2

258-4

258-3

250-2254-1

250-4

254-2 253 250-3

222-2

218-2

3578㎡

両総土地改良区

雑種地

(亡)黒田 四郎
(相)黒田 信幸

田

香取市用悪水路

香取市

公衆用道路

両総土地改良区

用悪水路

両総土地改良区

用悪水路

両総土地改良区

公衆用道路

黒田 均

田
黒田 均

宅地

両総土地改良区

用悪水路

黒田 三郎

宅地

佐原市公衆用道路

国土交通省

用悪水路

国土交通省

用悪水路

小林 かつ子

田

国土交通省

田 国土交通省

用悪水路

国土交通省

用悪水路

国土交通省

用悪水路

佐原市公衆用道路

両総土地改良区

用悪水路

両総土地改良区

公衆用道路

両総土地改良区

用悪水路

黒田 留吉

宅地

黒田 留吉
田

大竹 偉夫

田

黒田 留吉

田

大竹 偉夫

田
両総土地改良区

公衆用道路

両総土地改良区

用悪水路

狩野 テイ子

田

香　　取　　市

川尻水門(0312100-1100-25)

転写連続図

施設名

図面名

作成年月

縮尺

作成者

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 1:600
A2 1:849

図面番号 10-1/1

昭　和　町
字　　は

S=1:600

昭　和　町
字　　ろ

S=1:600

川尻水門

平成26年3月
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